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岩倉市民憲章

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。�

私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、�

調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。�

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和 （家族仲間の和を願って）

育てよう　心　からだ　みんなの健康 （市民一人一人の幸せを願って）

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし （生活の質の向上を願って）

守ろう　自然　環境　みんなの地球 （かけがえのない地球の存続を願って）

（豊かな社会の実現を願って）

岩
倉
市
は

交
通
安
全
都
市
宣
言（
昭
和
３７
年
１
月
２７
日
）

（
昭
和
４６
年
１１
月
１５
日
）

（
平
成
７
年
１２
月
２０
日
）

（
平
成
１６
年
１２
月
６
日
）

環
境
保
全
都
市
宣
言

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言

の
ま
ち
で
す
。

▲９月８日、遊花幼稚園で、東部
保育園児と遊花幼稚園児の交
流が行われました。
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３市政の窓

フォトニュース ２５

２３ポルトガル語情報コーナー

市制４０周年記念事業市民カローリン
グ大会、第１１回岩倉市ジュニアオーケ
ストラ定期演奏会、マタニティコンサー
ト

健康講座 　１１

図書館のご案内　　　　　２４

・「子ども手当」の制度が変わります・３
・岩倉市指定史跡の新規指定につい
  て・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３
・介護保険制度の運営状況をお知らせ
  します・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４
・健康フェア講演会の入場券を配布し
  ます・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６
・不用品をご提供ください・・・・・・・・６
・ふれ愛フリーマーケットの出店者を
  募集します・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６
・第６回「岩倉軽トラ市」を開催しま
 す！・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７
・平成２４年４月１日から小牧岩倉衛生
  組合環境センターのごみ処理手数料
  が改定されます・・・・・・・・・・・・・・・７
・自然生態園で池の底干しを行いま
  す・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７
・自然生態園とんぼ池であそぼう～と
  んぼ池の中にはどんないきものがい
  るのかな～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８
・かけがえのない人命と財産を守るた
  めにまずは、木造住宅の無料耐震診
  断をしましょう・・・・・・・・・・・・・・・・８
・平成２３年度岩倉市消防観閲式を行
  います・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９
・こどもの救命講習会～こどもを事故
  から守ろう～を行います・・・・・・・・９
・新入学児童健康診断を行います・・９
・広報モニターを募集します！・・・・・９
・国民健康保険税はコンビニエンスス
  トアでも納税することができます・・９
・市制４０周年児童館「遊びと体験のま
  ちにこにこシティいわくら」・・・・・・１０

・岩倉南小学校図書ボランティア＆
  英語ボランティア演劇鑑賞会　「ビロ
  ードのうさぎ」・・・・・・・・・・・・・・・・１０

市の花／つつじ

暮らしのガイド １２
催し

募集

講座・教室

健康

相談・その他

１２

１３

１５

１６

１７

表紙の写真
　敬老会が９月１７日に行われ、５５６人が参加さ
れました。筝曲菊温会と中谷カオルさんによるア
トラクションが行われ、参加した皆さんは大いに
楽しまれました。�
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●
市
政
の
窓
●

　戦国時代に岩倉城主として尾張地方の北半分を支配して

いた織田伊勢守信安とその妻である秋悦院の墓碑が、新たに

岩倉市指定史跡に指定されました。�

　この墓碑は、昭和３９年に

名古屋市の平和公園より現

在の位置に移設されたもので、

岩倉城とその城主である尾

張守護代の岩倉織田氏が繁

栄した室町時代後期の岩倉

を偲ぶ文化財として知られて

います。�

●指定区分　岩倉市史跡�

●名称　織田伊勢守信安夫

妻墓�

●所在地　下本町下寺廻４９

番地　誓願寺境内�

●問合先　生涯学習課生涯

学習グループ（　３８－５８１９）

まで。�

岩倉市指定史跡の新規指定について

������　
今
年
10
月
か
ら
「
平
成
23
年
度
に
お
け

る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別

措
置
法
」
に
よ
り
、
平
成
24
年
３
月
ま
で

の
半
年
間
、
子
ど
も
手
当
の
制
度
が
改
正

さ
れ
ま
す
。
�

　
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
�

●
支
給
対
象
　
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど

も
の
い
る
世
帯
（
所
得
の
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
）
�

●
支
給
月
額
　
�

★
０
〜
３
歳
未
満
　
一
律
　
１
万
５
千

円
�

★
３
歳
〜
小
学
校
修
了
前
　
�

・
第
１
子
・
第
２
子
　
１
万
円
�

・
第
３
子
以
降
　
１
万
５
千
円
�

★
中
学
生
　
一
律
　
１
万
円
�

　
そ
の
他
の
改
正
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お

り
で
す
。
�

・
子
ど
も
の
居
住
地
が
、
国
内
居
住
に
限

定
さ
れ
ま
し
た
（
た
だ
し
、
留
学
中
の
場

合
は
除
く
）
。
�

・
子
ど
も
と
別
居
し
て
い
る
場
合
、
主
た

る
生
計
者
の
居
住
地
で
受
給
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
が
、
10
月
以
降
は
実
際
に

子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
人
が
優
先
と
な

り
ま
す
（
単
身
赴
任
の
場
合
を
除
く
）
。
�

・
対
象
児
童
が
施
設
入
所
し
て
い
る
場
合
、

監
護
状
況
等
を
確
認
の
う
え
、
父
母
等
に

支
給
し
て
い
ま
し
た
が
、
10
月
以
降
は
、

入
所
し
て
い
る
施
設
設
置
者
等
か
ら
の
申

請
に
よ
り
、
施
設
へ
支
給
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
�

認
定
請
求
が
必
要
で
す
�

　
平
成
23
年
10
月
か
ら
の
子
ど
も
手
当
を

受
給
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
子
ど
も

手
当
を
受
給
し
て
い
た
人
も
含
め
て
、
支

給
要
件
に
該
当
す
る
す
べ
て
の
人
か
ら
新

た
に
、
認
定
請
求
を
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
10
月
以
降
の
制

度
に
お
い
て
、
支
給
要
件
に
国
内
居
住
要

件
等
が
設
け
ら
れ
た
た
め
、
支
給
対
象
と

な
り
得
る
す
べ
て
の
人
の
支
給
要
件
を
再

確
認
す
る
た
め
に
行
い
ま
す
。
�

　
対
象
者
に
は
、
後
日
個
別
で
申
請
書
等

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
そ
の

通
知
を
ご
覧
の
う
え
、
申
請
猶
予
期
間
内

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
�

●
申
請
猶
予
期
間
　
平
成
23
年
10
月
１
日

現
在
で
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
人
に

つ
い
て
は
、
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。
�

●
問
合
先
　
児
童
家
庭
課
家
庭
グ
ル
ー
プ

（
　
３
８
‐５
８
１
０
）ま
で
。
�

����

「
子
ど
も
手
当
」の
制
度
が
変

わ
り
ま
す
�

お だ い せ の か み のぶやす しゅうえつ いん



　
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画（
平
成
21

年
〜
23
年
度
）の
中
間
年
度
で
あ
っ
た
平
成

22
年
度
の
介
護
保
険
運
営
状
況
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。�

●
問
合
先
　
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
グ
ル

ー
プ（
　
３
８
‐５
８
１
１
）ま
で
。�

１
介
護
保
険
事
業

●
高
齢
者
人
口
の
推
移

　
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、平
成
22
年
４
月

１
日
現
在
９
千
５
５
３
人
で
、前
年
に
比
べ
る

と
２
９
９
人（
３
・
２
㌫
）増
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
な
お
、高
齢
化
率（
総
人
口
に
占
め
る
割�

合
）も
１９
・
６
㌫
と
、０
・
７
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

て
い
ま
す
。�

●
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
数
の
推
移�

　
要
介
護（
要
支
援
）認
定
者
数
は
１
千
２

３
５
人
で
、平
成
２１
年
度
末
か
ら
６９
人（
５
・

９
㌫
）増
加
し
て
い
ま
す
。�

　
認
定
者
の
う
ち
要
支
援
１
か
ら
要
介
護

１
ま
で
の
比
較
的
軽
度
と
判
定
さ
れ
た
人
の

割
合
は
４６
・
２
㌫
と
、全
体
の
半
数
近
く
を

占
め
て
い
ま
す
。�

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
推
移�

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
、施
設
に
入

所
す
る
サ
ー
ビ
ス（
施
設
サ
ー
ビ
ス
）と
、在
宅

で
受
け
る
サ
ー
ビ
ス（
居
宅
サ
ー
ビ
ス
）が
あ

り
ま
す
。
平
成
２２
年
度
末
の
施
設
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
は
２
１
７
人
、居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
は
７
８
６
人
で
、前
年
度
末
と
比
べ
る
と
合

わ
せ
て
７９
人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。�

介
護
保
険
制
度
の

　
　
　
運
営
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平成22年度運営状況

高齢者人口（６５歳以上の人口） 9，553人

高齢化率（総人口に占める割合） 19．6％

要介護（要支援）認定者数 1,235人

介護サービス利用者数 1,003人

介護給付費総額 1,790,314,068円
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●
市
政
の
窓
●

1,200

1,400

800

1,000

600

400

200

0

86人 76人
96人
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160人

173人

176人

241人

138人

159人

127人

180人

166人

192人

238人

159人

173人

134人

178人

138人

208人

142人

204人

128人

171人

157人

177人

135人

182人

116人

160人

164人

127人

140人

210人

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

H18年度末

H18.4.1 H19.4.1 H20.4.1 H21.4.1 H22.4.1

H19年度末 H20年度末 H21年度末 H22年度末

施設サービス利用者数 居宅サービス利用者数 計

H18年度末 H19年度末 H20年度末 H21年度末 H22年度末

201人 203人 216人 213人 217人

761人 786人
860人 924人

1,003人

560人 583人
644人

711人
786人

0人

200人

400人

600人

800人

1,000人

1,200人

10,000人

7,500人

5,000人

2,500人

0人

20.0%

17.5%

15.0%

12.5%

10.0%

7.5%

5.0%

2.5%

0.0%

16.3%
17.3% 18.1%

18.9% 19.6%

高齢者人口（65歳以上の人口） 高齢化率（総人口に占める割合）

7,914人 8,380人 8,814人 9,254人 9,553人



●
介
護
給
付
費
総
額
の
状
況

　
平
成
２２
年
度
の
介
護
給
付
費
総
額
は
１７

億
９
千
万
円
で
、平
成
２１
年
度
と
比
べ
る
と

約
１
億
６
千
４
百
万
円（
１０
・
１
㌫
）増
加
し
、

予
算
額
に
対
す
る
執
行
率
は
97
・
２
㌫
と
な

っ
て
い
ま
す
。�

●
介
護
保
険
料
の
収
納
状
況

　
介
護
給
付
費
に
か
か
る
費
用
は
、介
護
保

険
料（
第
１
号
被
保
険
者
分（
６５
歳
以
上
の

人
）と
第
２
号
被
保
険
者
分（
４０
歳
〜
６４
歳

の
人
））と
、公
費（
国
・
愛
知
県
・
岩
倉
市
）の

負
担
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
な
お
、第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
収
納

状
況
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。�

２
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

運
営
事
業

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、高
齢
者

の
介
護
予
防
と
自
立
支
援
を
進
め
て
い
く
た

め
、高
齢
者
の
総
合
的
な
相
談
や
支
援
、権

利
擁
護
、実
態
把
握
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、要
介
護
状
態
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
高

齢
者
に
対
し
て
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ

う
介
護
予
防
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

�����

　 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度

予算額 1,531,746,000円 1,422,592,000円 1,505,003,000円 1,672,447,000円 1,841,003,000円

決算額 1,336,943,950円 1,375,176,105円 1,465,231,836円 1,626,237,363円 1,790,314,068円

執行率

　 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度

賦課額 400,450,800円 429,743,200円 449,535,550円 423,352,050円 426,395,650円

収納額 387,822,600円 416,340,550円 435,197,700円 411,004,700円 414,917,000円

収納率

平成23年10月1日5

●
市
政
の
窓
●

●二次予防高齢者施策
［要介護（要支援）状態になる恐れのある高齢者の把握と
予防事業の取り組み］

87.3% 96.7% 97.4% 97.2% 97.2%

96.8% 96.9% 96.8% 97.1% 97.3%

二次予防高齢者候補者

二次予防高齢者決定者

1,559人 

576人 

●新予防給付
（要支援１・２の人に対してのケアプラン作成業務）

事業所との委託契約

利用者との契約数

ケアプラン作成数

実態把握調査（戸別訪問等により高齢者の心身の状況や家族の状況についての実態把握） 349件

総合相談業務（相談内容に即したサービスまたは制度に関する情報提供、関係機関の紹介） 431件

権利擁護に関する業務（高齢者の権利擁護に関する成年後見、虐待、消費者被害についての対応） 28件

包括的ケアマネジメント業務（地域のケアマネジャーに対して、ケアマネジメントに関する相談支援） 24件

23件

120件

2,443件

●総合相談業務
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●
市
政
の
窓
●

健
康
フ
ェ
ア
講
演
会
の
入
場

券
を
配
布
し
ま
す
�

不
用
品
を
ご
提
供
く
だ
さ
い
�

ふ
れ
愛
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
�

������

　
11
月
12
日
（土）
（
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
）
に
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目

的
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
健
康
フ
ェ
ア
講
演

会
の
入
場
券
（
無
料
）
を
配
布
し
ま
す
。�

●
と
き
　
10
月
15
日
（土）
午
前
９
時
〜
正
午�

●
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー�

●
講
師
　
鳥
越
　
俊
太
郎
さ
ん
（
１
９
４

０
年
生
ま
れ
。
毎
日
新
聞
社
社
会
部
記
者
、

サ
ン
デ
ー
毎
日
編
集
長
な
ど
を
経
て
、
ニ

ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

と
し
て
多
く
の
報
道
番
組
に
出
演
）�

�������

●
演
題
　
「
が
ん
と
向
き
合
っ
て
」�

※
１
人
２
枚
ま
で
配
布
し
ま
す
。�

※
残
数
が
あ
る
場
合
は
10
月
17
日
（月）
以
降

保
健
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
ま
す
（
先
着
順
）
。�

●
問
合
先
　
健
康
課
健
康
グ
ル
ー
プ（
　

３
７
‐３
５
１
１
）ま
で
。�

������

　
市
制
40
周
年
い
わ
く
ら
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ

り
の
環
境
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
で
は
「
リ
ユ
ー

ス
広
場
」で
展
示
・
販
売
を
計
画
し
て
い
ま
す
。�

★
ご
家
庭
内
で
ま
だ
使
え
る
小
さ
な
も
の

も　
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
て
い
ら
な
く
な
っ
た

お
も
ち
ゃ
類（
ぬ
い
ぐ
る
み
等
布
製
を
除
く
）、

皿
や
コ
ッ
プ
な
ど
食
器
類
の
セ
ッ
ト
等
、ま
だ

使
え
る
物
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、ご
提
供
い
た
だ
い
た
も
の
の
状
態
に
よ

っ
て
は
お
受
け
取
り
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。�

　
環
境
保
全
課
ま
た
は
、清
掃
事
務
所
に
事

前
に
ご
連
絡
の
う
え
搬
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。�

★
粗
大
ご
み
の
う
ち
ま
だ
使
え
る
も
の

　
有
料
戸
別
収
集
で
粗
大
ご
み
と
し
て
回

収
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の（
学
習
机
や
洋
服

ダ
ン
ス
な
ど
）の
う
ち
、ま
だ
使
え
る
も
の
を

清
掃
事
務
所
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
房
で
修
理

等
を
行
い
、環
境
フ
ェ
ア
の
会
場
内
で
展
示
・

販
売
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。�

こ
の
た
め
、粗
大
ご
み
を
出
さ
れ
る
人
に
は
、

（
　
６
６
‐８
１
５
３
）の
電
話
受
付
時
に
不

用
品
提
供
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

●
受
付
期
間
　
１０
月
３
日
（月）
〜
３１
日
（月）�（
土
・

日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）�

●
募
集
す
る
も
の
　�

・
粗
大
ご
み
に
な
ら
な
い
お
も
ち
ゃ
類
、

皿
や
コ
ッ
プ
な
ど
食
器
類
の
セ
ッ
ト
な
ど�

・
ネ
ク
タ
イ�

・
そ
の
他
ま
だ
使
え
、
無
償
で
ご
提
供
い

た
だ
け
る
も
の�

●
お
引
き
取
り
で
き
な
い
も
の
　
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
対
象
の
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
冷
蔵

庫
・
冷
凍
庫
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
の
６
品

目
。パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
。
扇
風
機
・
掃

除
機
や
ス
ト
ー
ブ
類
、ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
電
気
、

石
油
、ガ
ス
機
械
器
具
類
は
ト
ラ
ブ
ル
防
止

の
た
め
提
供
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、衣

類
・
ふ
と
ん
類
、生
も
の
、著
し
く
重
い
も
の
、

お
よ
び
、消
火
器
・
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
廃
棄
す

る
際
に
処
理
が
困
難
な
も
の
は
お
引
き
取

り
で
き
ま
せ
ん
。�

●
問
合
先
　
清
掃
事
務
所（
　
６
６
‐５
９

１
２
）ま
た
は
環
境
保
全
課
廃
棄
物
グ
ル
ー

プ（
　
３
８
‐５
８
０
８
）ま
で
。�

������

　
い
わ
く
ら
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ
り
・
環
境

フ
ェ
ア
で
は
、
「
ふ
れ
愛
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
」
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。�

　
あ
な
た
の
家
の
中
に
長
年
使
わ
れ
ず
に

眠
っ
て
い
る
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
使
わ

れ
ず
に
泣
い
て
い
た
物
が
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
、
再
び
そ
れ
を
必
要
と
す
る
人

の
も
と
に
届
く
こ
と
で
、
有
効
に
活
用
さ

れ
ま
す
。
資
源
循
環
型
の
社
会
へ
移
行
し

つ
つ
あ
る
現
在
、
こ
う
し
た
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
が
、
地
球
規
模

の
環
境
問
題
へ
の
対
処
、
物
を
大
切
に
長

く
使
お
う
と
す
る
心
を
持
ち
、
行
動
す
る

こ
と
の
第
一
歩
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
友
達
同
士
で
誘
い
合
わ
せ
て
、

楽
し
く
出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

●
と
き
　
11
月
12
日
（土）
・
13
日
（日）�

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
駐

車
場�

●
募
集
区
画
数
　
１
日
に
つ
き
16
区
画
（
１

人
に
つ
き
１
区
画
）�

●
出
店
資
格
　
市
内
に
在
住
の
高
校
生
以

上
の
人
ま
た
は
、
グ
ル
ー
プ�

※
楽
し
み
な
が
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
営
利
目
的
の
出
店

は
お
断
り
し
ま
す
。�

●
募
集
期
間
　
10
月
６
日
（木）
〜
７
日
（金）�

※
受
付
は
各
日
と
も
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
（
先

着
順
）
。�

●
出
店
料
　
１
区
画
５
０
０
円�

●
申
込
方
法
　
環
境
保
全
課
に
用
意
し
て

あ
る
所
定
の
申
込
書
に
、
必
要
事
項
を
ご

と
り
ご
え
　
　し
ゅ
ん
た
ろ
う

ハ

イ

ご

み

�
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●
市
政
の
窓
●

第
６
回「
岩
倉
軽
ト
ラ
市
」を

開
催
し
ま
す
！
�

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
�

小
牧
岩
倉
衛
生
組
合
環
境
セ

ン
タ
ー
の
ご
み
処
理
手
数
料

が
改
定
さ
れ
ま
す
�

自
然
生
態
園
で
池
の
底
干
し

を
行
い
ま
す
�

燃やしてもいいごみ
燃やしてはいけないごみ

ごみの区分 現行 改定後

10kg当たり
127円

10kg当たり
200円

10kg当たり
165円

10kg当たり
200円

粗大ごみ

記
入
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

●
申
込
・
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
グ

ル
ー
プ（
　
３
８
‐５
８
０
８
）ま
で
。�

������

　
「
岩
倉
軽
ト
ラ
市
」
に
は
、
新
鮮
野
菜

を
は
じ
め
と
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の

市
が
多
数
出
店
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
毎
回
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
用
意

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。�

●
と
き
　
10
月
16
日
（日）
午
前
９
時
〜
正
午�

※
小
雨
決
行�

●
と
こ
ろ
　
八
剱
憩
い
の
広
場�

●
主
な
出
品
物
　
農
産
物
、
名
古
屋
コ
ー

チ
ン
五
目
ご
飯
、
う
な
ぎ
長
焼
き
、
パ
ン

な
ど�

人
力
車
で
五
条
川
沿
い
を
散
歩
し
よ
う
！

　�

��������

　
友
好
都
市
で
も
あ
る
、
福
井
県
大
野
市

の
「
越
前
こ
ぶ
し
組
」
に
よ
る
人
力
車
の

乗
車
（
有
料
）
を
行
い
ま
す
。�

　
伝
統
あ
る
趣
深
い
人
力
車
で
、
秋
の
風

を
感
じ
な
が
ら
、
五
条
川
を
散
歩
し
に
来

て
く
だ
さ
い
。�

あ
す
な
ろ
太
鼓
の
演
奏

��������������

　
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ
り
に
も
出
演
さ
れ
て

い
る
、
あ
す
な
ろ
太
鼓
の
演
奏
を
行
い
ま

す
。�

・
演
奏
時
間
　
午
前
10
時
〜�

●
主
催
等
　
主
催
…
岩
倉
市
、
主
管
…
岩

倉
軽
ト
ラ
市
実
行
委
員
会
、
後
援
…
岩
倉

市
商
工
会�

●
問
合
先
　
岩
倉
軽
ト
ラ
市
実
行
委
員
会

事
務
局（
市
役
所
４
階
商
工
農
政
課
内
　
３

８
‐５
８
１
２
）ま
で
。�

������

　
引
越
し
や
家
庭
内
の
整
理
な
ど
に
よ
っ

て
一
時
的
に
出
る
多
量
ご
み
は
、
ご
自
分

で
小
牧
岩
倉
衛
生
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
へ

搬
入
（
有
料
）
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
搬
入
の
際
に
必
要
な
処
理
手
数
料
が
、

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
次
の
よ
う
に
改

定
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
搬
入
で
き
な
い
ご
み
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
「
ご
み
と
資
源
の
分
別
と

出
し
方
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。�

●
問
合
先
　
小
牧
岩
倉
衛
生
組
合
環
境
セ

ン
タ
ー
総
務
課
庶
務
係（
　
０
５
６
８
‐７
９

‐１
２
１
１
）ま
で
。�

���������������

　
自
然
生
態
園
で
は
、
今
年
も
例
年
同
様
、

池
の
中
の
生
き
物
の
生
態
系
を
維
持
す
る

た
め
、
池
の
底
干
し
を
行
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

●
と
き
　
１０
月
１４
日
（金）
〜
１１
月
１４
日
（月）�

●
底
干
し
の
対
象
　
森
の
西
側
の
池�

※
こ
れ
に
伴
い
、
期
間
中
は
西
側
の
池
で

は
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
東
側
の
池
で
は
、
通
常
ど
お
り

で
き
ま
す
。�

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
グ
ル
ー
プ

（
　
３
８
‐５
８
０
８
）ま
で
。�
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●
市
政
の
窓
●

自
然
生
態
園
�

と
ん
ぼ
池
で
あ
そ
ぼ
う
〜
と

ん
ぼ
池
の
中
に
は
ど
ん
な
い

き
も
の
が
い
る
の
か
な
〜
�

か
け
が
え
の
な
い
人
命
と
財

産
を
守
る
た
め
に
ま
ず
は
、

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断

を
し
ま
し
ょ
う
�

東
海
地
域
は
、東
海
・
東
南
海
地
震
が
い
つ
発
生
し

て
も
お
か
し
く
な
い
と
の
報
道
が
さ
れ
て
い
ま
す
。�

������

　
今
年
も
自
然
生
態
園
の
と
ん
ぼ
池
の
底

干
し
に
伴
い
、
「
と
ん
ぼ
池
で
あ
そ
ぼ
う

〜
と
ん
ぼ
池
の
中
に
は
ど
ん
な
い
き
も
の

が
い
る
の
か
な
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。�

●
と
き
　
１０
月
１６
日
（日）
午
前
１０
時
〜
正
午

※
小
雨
決
行�

●
と
こ
ろ
　
自
然
生
態
園
（
北
島
町
）�

●
対
象
　
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

小
学
校
３
年
生
以
下
の
児
童
が
参
加
さ
れ

る
場
合
は
親
子
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。�

●
参
加
費
　
無
料�

●
内
容�

①
ど
ろ
ん
こ
遊
び
〜
水
を
抜
い
た
と
ん
ぼ

池
の
中
に
入
り
、
ど
ろ
ん
こ
遊
び
を
し
、

水
の
中
の
い
き
も
の
と
ふ
れ
あ
い
ま
す
。�

②
と
ん
ぼ
池
の
さ
か
な
を
さ
わ
っ
て
み
よ

う
〜
と
ん
ぼ
池
の
魚
を
、
四
つ
手
網
を
使

っ
て
捕
ま
え
、
実
際
に
さ
わ
る
体
験
を
し

ま
す
。�

③
と
ん
ぼ
池
の
小
さ
な
い
き
も
の
を
観
察

し
よ
う
〜
実
体
顕
微
鏡
を
使
っ
て
池
の
中

の
小
さ
な
生
物
を
観
察
し
ま
す
。�

④
ガ
マ
の
根
っ
こ
を
観
察
し
よ
う
〜
ガ
マ

は
池
や
沼
に
生
え
る
植
物
で
、
酸
素
を
た

め
こ
み
や
す
い
よ
う
根
っ
こ
が
ス
ポ
ン
ジ

状
に
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
通
常

で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
根
っ
こ
を
観

察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。�

●
そ
の
他
　
池
の
中
に
入
り
ま
す
の
で
、

汚
れ
て
も
よ
い
靴
、
着
替
え
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
タ
モ
、
バ
ケ
ツ
等
の
道

具
は
各
自
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。�

※
サ
ン
ダ
ル
、
及
び
そ
れ
に
準
じ
た
も
の

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。�

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
グ
ル
ー
プ

（
　
３
８
‐５
８
０
８
）ま
で
。�

������

対
象
は
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
住
宅

で
す
。�

①
建
築
時
期
が
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前

に
着
工
②
構
造
が
木
造
で
２
階
建
て
以
下

③
構
法
が
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
伝
統
構

法
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、
木
質
パ
ネ
ル
構

法
な
ど
は
対
象
外
）
④
用
途
が
戸
建
て
専

用
・
併
用
住
宅
、
長
屋
、
共
同
住
宅
（
空

家
は
対
象
外
）�

　
非
木
造
住
宅
（
構
造
が
鉄
骨
造
・
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
等
）
に
つ
い
て
も
耐
震

診
断
費
の
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
。�

●
申
込
方
法
　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を

希
望
さ
れ
る
人
は
無
料
木
造
住
宅
耐
震
診

断
申
込
み
票
に
、
ま
た
、
非
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前
に

都
市
整
備
課
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。�

●
申
請
者
　
住
宅
の
所
有
者�

　
耐
震
診
断
で
、
耐
震
性
能
が
低
い
と
判

定
さ
れ
た
場
合
は
、
耐
震
改
修
工
事
を
実

施
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。�

　
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に
は
補
助
金
が

出
ま
す
。�

　
無
料
耐
震
診
断
等
の
結
果
、
倒
壊
の
危

険
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐

震
改
修
工
事
を
実
施
す
る
人
に
対
し
て
、

耐
震
改
修
工
事
費
を
補
助
し
ま
す
。�

●
対
象
と
な
る
建
築
物�

①
岩
倉
市
が
実
施
す
る
無
料
耐
震
診
断
ま

た
は
、（
財
）愛
知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

が
実
施
す
る
耐
震
診
断
に
お
い
て
、
判
定

値
が
１．
０
未
満
と
診
断
さ
れ
た
旧
基
準

木
造
住
宅
（
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に

建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
）
で
、
判
定
値
を

１．
０
以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事
。
た

だ
し
、
耐
震
補
強
上
有
効
な
耐
震
改
修
工

事
（
判
定
値
に
０．
３
を
加
算
し
た
数
値

以
上
と
す
る
）
に
限
る
。�

●
補
助
の
金
額
　
１
戸
あ
た
り
６０
万
円
プ

ラ
ス
上
乗
せ
補
助
３０
万
円
を
限
度
と
し
て

い
ま
す
。�

※
９０
万
円
未
満
の
場
合
は
、
そ
の
金
額
と

な
り
ま
す
。�

●
補
助
の
対
象
　
一
敷
地
に
１
戸
を
補
助

の
対
象
と
し
ま
す
。�

●
申
込
方
法
　
都
市
整
備
課
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。�

税
制
の
特
例
措
置
の
適
用
が
あ
り
ま
す

　
耐
震
改
修
費
補
助
を
利
用
し
た
場
合
、

耐
震
改
修
工
事
費
の
１０
㌫
相
当
額
（
２０
万

円
を
限
度
）
が
所
得
税
額
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。�

　
固
定
資
産
税
は
、
平
成
２７
年
度
ま
で
に

一
定
の
条
件
に
適
合
す
る
耐
震
改
修
工
事

を
行
っ
た
場
合
、
固
定
資
産
税
額
が
減
額

さ
れ
ま
す
。�

　
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。�

●
問
合
先
　
都
市
整
備
課
計
画
グ
ル
ー
プ

（
　
３
８
‐５
８
１
４
）ま
た
は
、
税
務
課
課

税
グ
ル
ー
プ
（
　
３
８
‐５
８
０
６
）
ま

で
。�

����������
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●
市
政
の
窓
●

こ
ど
も
の
救
命
講
習
会
〜
こ

ど
も
を
事
故
か
ら
守
ろ
う
〜

を
行
い
ま
す
�

平
成
23
年
度
岩
倉
市
消
防
観

閲
式
を
行
い
ま
す
�

新
入
学
児
童
健
康
診
断
を
行

い
ま
す
�

広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
！
�

�������������

　
消
防
観
閲
式
に
は
、
消
防
職
員
・
団
員
・

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
が
参
加
し
、
各
種
訓

練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
と
き
　
10
月
16
日
（日）
午
前
10
時
〜
（
雨

天
の
場
合
は
、
同
校
体
育
館
で
式
典
だ
け

を
行
い
ま
す
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
と
こ
ろ
　
岩
倉
東
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド�

●
問
合
先
　
消
防
本
部
総
務
課
総
務
グ
ル

ー
プ（
　
３
７
‐５
３
３
３
）ま
で
。�

������

　
こ
ど
も
の
事
故
や
け
が
は
、
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
ど
も
の
起
こ
し

や
す
い
事
故
や
け
が
の
お
話
を
聞
き
、
そ

の
対
処
方
法
に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？�

●
と
き
　
１０
月
２８
日
（金）
午
前
９
時
４５
分
〜

11
時
１５
分�

●
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚

室�●
内
容
　
講
演
「
こ
ど
も
を
事
故
か
ら
守

ろ
う
」
、
実
技
「
こ
ど
も
の
救
急
救
命
法
」�

●
講
師
　
岩
倉
市
消
防
職
員
（
救
急
救
命

士
）�

●
対
象
　
乳
幼
児
の
親
等�

●
定
員
　
３０
人�

●
申
し
込
み
　
１０
月
３
日
（月）
か
ら
保
健
セ

ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
）
。�

●
問
合
先
　
健
康
課
指
導
グ
ル
ー
プ（
保

健
セ
ン
タ
ー
内
　
３
７
‐３
５
１
１
）ま
で
。�

������

　
岩
倉
市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
春
小
学

校
に
就
学
（
入
学
）
さ
れ
る
お
子
さ
ん
（
平

成
17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
を
対
象
に
、
市

内
各
小
学
校
で
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。�

　
事
前
に
郵
送
し
ま
し
た
「
就
学
時
健
康

診
断
票
」
お
よ
び
「
就
学
時
健
康
診
断
調

査
票
」
を
ご
持
参
の
う
え
、
指
定
さ
れ
た

就
学
予
定
の
小
学
校
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。�

●
と
き
・
と
こ
ろ�

★
10
月
３
日
（月）
…
五
条
川
小
学
校�

★
10
月
６
日
（木）
…
岩
倉
東
小
学
校�

★
10
月
13
日
（木）
…
曽
野
小
学
校�

★
10
月
17
日
（月）
…
岩
倉
南
小
学
校�

★
10
月
19
日
（水）
…
岩
倉
北
小
学
校�

　
な
お
、
次
の
場
合
は
、
学
校
教
育
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

・「
就
学
時
健
康
診
断
の
通
知
」
が
届
か

な
い
と
き�

・
就
学
に
関
す
る
相
談�

●
問
合
先
　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
グ
ル

ー
プ（
　
３
８
‐５
８
１
８
）ま
で
。�

������
　
岩
倉
市
で
は
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
よ
び
広
報
活
動
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。�

　
あ
な
た
の
撮
影
・
取
材
・
情
報
提
供
な

ど
で
、
岩
倉
市
の
広
報
作
り
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。�

●
応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

（
満
20
歳
以
上
）�

●
募
集
人
数
　
１０
人�

●
募
集
期
間
　
10
月
３
日
（月）
〜
31
日
（月）�

●
任
期
　
委
嘱
す
る
日
か
ら
平
成
25
年
３

月
31
日
（日）
ま
で�

●
業
務
内
容�

①
市
広
報
に
関
し
調
査
等
へ
の
協
力�

②
地
域
の
身
近
な
話
題
等
の
情
報
提
供
お

よ
び
取
材
協
力�

③
広
報
紙
に
掲
載
す
る
情
報
等
の
執
筆�

④
広
報
モ
ニ
タ
ー
会
議
に
出
席�

●
謝
礼
　
な
し�

●
申
込
・
問
合
先
　
秘
書
課
広
報
広
聴
グ

ル
ー
プ（
　
３
８
‐５
８
０
２
）ま
で
。�

�

　コンビニエンスストアでは納期後の納税はできませんので、�

ご注意ください。�

●問合先　市民窓口課保健医療グループ（　３８－５８０７）まで。�

国民健康保険税は
コンビニエンスストアでも
納税することができます
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市制４０周年�
　　　　児童館「遊びと体験のまちにこにこシティいわくら」
�

　「にこにこシティいわくら」は、まちの建設からお店の経営やイベントの開催など、まちの動きを子どもが手がける「遊

びと体験のまち」です。子ども実行委員会のメンバーが、どんなまちをつくるかを話し合い、活動を進め、作り上げまし

た。ぜひ遊びに来てください。�

�

　皆のよく知っている絵本が劇になるってステキですね！�

 　一体どんな…�

　『ビロードのうさぎ』この絵本は各国でベスト絵本に選ばれています。�

　おもちゃのビロードのうさぎがおもちゃとして大切にされるものの、事情により捨てられることになったのち、本物のう

さぎになるという、ファンタジックでありながら命について考えさせられる絵本です。�

　今回、2011年に旗揚げした東京の劇団、夢を生む劇団として名付けられた“夢生（ムウ）”が素晴らしい夢を岩

倉に運んできてくれます。�

●とき  １０月３１日（月） 第1回   ９：００～１０：２０（８：４５～５５の間に入場）�

　　　　　　　　　　第2回   １０：４５～１２：１５（１０：３０～４０の間に入場）�

                　　　　 ※開演中は原則、入退場は禁止とさせていただきます。�

●ところ  岩倉南小学校 体育館�

●対象  児童・幼児・一般�

●費用  無料�

●主催  岩倉南小学校図書ボランティア＆英語ボランティア�

●申込・問合先　岩倉南小学校（　６６－１００８）まで。�

※尚、駐車場はありませんので徒歩・自転車でお越しください。�

●とき　　１０月２９日（土）正午から午後３時３０分�
●ところ　第一児童館、ボランティア活動センター�
●参加対象　小学生から高校生までの子ども�
※大人の見学は大歓迎です。�

●参加費　無料�
●申込方法　最寄りの児童館でお申し込みください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�
●問合先　第一児童館（　３８－１１０６）、または各児童館まで。�

岩倉市市制40周年記念�

市民提案事業�

う�
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睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
に
つ
い
て

岩
倉
市
医
師
会
　
井
上
　
伸

Ｓ
Ａ
Ｓ
と
は
�

　
「
イ
ビ
キ
を
か
い
て
良
く
眠
っ
て
い
る
」
と

言
わ
れ
ま
す
が
、実
は
イ
ビ
キ
を
か
い
て
い
る

と
き
は
余
り
よ
く
眠
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多

い
の
で
す
。
脳
波
を
分
析
し
て
み
ま
す
と
、イ

ビ
キ
を
か
い
て
い
る
時
は
睡
眠
が
浅
く
、体
の

疲
れ
が
と
れ
る
よ
う
な
深
い
睡
眠
は
得
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
お
ま
け
に
、イ
ビ
キ
を
か
く
男

性
の
30
㌫
、女
性
の
20
㌫
は
病
的
な
睡
眠
時

無
呼
吸
を
も
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
イ
ビ
キ
は
舌
や
咽
喉
の
筋
肉
の
緊
張
が
と

れ
て
、空
気
の
通
り
道
が
狭
く
な
っ
て
発
生

し
ま
す
が
、咽
喉
が
完
全
に
塞
が
っ
て
し
ま

う
と
無
呼
吸
に
な
る（
窒
息
状
態
に
な
る
）

と
い
う
訳
で
す
。
�

　
そ
し
て
、睡
眠
時
無
呼
吸
が
原
因
と
な
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
病
的
な
症
状
が
出
現
す
る
よ

う
に
な
っ
た
状
態
を
『
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）』
と
い
い
ま
す
。
�

Ｓ
Ａ
Ｓ
の
症
状
�

　
イ
ビ
キ
、日
中
の
眠
気
や
倦
怠
感
、起
床

時
の
頭
痛
、熟
眠
感
が
無
い
、夜
間
の
中
途
覚

醒
、夜
間
ト
イ
レ
に
頻
回
に
行
く
と
い
っ
た
症

状
が
あ
る
人
は
要
注
意
で
す
。
�

Ｓ
Ａ
Ｓ
を
放
置
す
る
と
�

　
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
睡
眠
中
の
低
酸
素
血
症
は
、

肥
満
、高
血
圧
、高
脂
血
症
、糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、さ
ま

ざ
ま
な
合
併
症
を
高
率
に
引
き
起
こ
す
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
併
症
は
多
岐
に
わ

た
り
、高
血
圧
、多
血
症
、不
整
脈
、虚
血
性

心
疾
患
、心
不
全
、脳
血
管
障
害
、糖
尿
病
、

肺
高
血
圧
症
、勃
起
不
全
な
ど
が
代
表
的
な

も
の
と
し
て
上
げ
ら
れ
ま
す
。
�

Ｓ
Ａ
Ｓ
の
検
査
�

　
ま
ず
は
、自
宅
で
携
帯
型
簡
易
装
置（
ア

プ
ノ
モ
ニ
タ
ー
）と
い
う
検
査
機
器
を
装
着
し

ま
す
。
さ
ら
に
可
能
性
が
高
い
人
は
入
院
し

て
精
密
検
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。
�

Ｓ
Ａ
Ｓ
の
治
療
方
法
�

　
生
活
習
慣
の
改
善
を
目
的
と
し
て
減
量

や
飲
酒
制
限
を
お
こ
な
い
ま
す
。
口
腔
内
装

具
は
軽
症
の
人
に
適
し
て
お
り
、就
寝
時
に

下
あ
ご
を
前
方
固
定
す
る
こ
と
で
、気
道
を

広
く
し
ま
す
。
ま
た
、外
科
的
治
療
と
し
て
、

扁
桃
切
除
を
お
こ
な
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、持
続
陽
圧
呼
吸
療
法
は
最
も
効
果

的
な
治
療
方
法
で
す
。
鼻
に
つ
け
た
専
用
マ

ス
ク
か
ら
空
気
を
送
り
込
み
気
道
を
広
げ
る

方
法
で
、健
康
保
険
も
適
応
さ
れ
ま
す
。
�

　
Ｓ
Ａ
Ｓ
は
特
殊
な
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

有
病
率
は
人
口
の
４
㌫
と
言
わ
れ
て
お
り
、

日
本
に
は
２
０
０
万
人
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、な
か
な
か
気
が
つ
き
に
く
い
、

イ
ビ
キ
を
か
く
程
度
で
受
診
す
る
な
ん
て
恥

ず
か
し
い
と
言
う
理
由
な
ど
で
、ま
だ
ま
だ

治
療
を
受
け
て
い
る
人
が
少
な
い
の
が
現
状

で
す
。
�

　
「
も
し
や
？
」
と
思
わ
れ
た
人
は
早
め
に

専
門
の
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
�

�

け
ん
た
い
か
ん
�

へ
ん
と
う
せ
つ
じ
ょ
�

の

ど

�

の

ど

�
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暮らしのガイド�

催し●
み
ど
り
の
家
か
ら
の
お

　
知
ら
せ

み
ど
り
の
コ
ン
サ
ー
ト
�

〜
夕
べ
の
調
べ
〜

　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
木
管
五
重
奏

を
お
届
け
し
ま
す
。

▼
と
き
　
１０
月
１２
日
（水）
午
後
７

時
〜

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル

▼
曲
目
　
ヒ
ン
デ
ミ
ッ
ト
「
木
管

五
重
奏
の
為
の
小
室
内
音
楽
ｏ

ｐ．
２４
／
２
」
 
ほ
か

▼
演
奏
　
大
西
宣
人
（
フ
ル
ー
�

ト
）、安
原
太
武
郎（
オ
ー
ボ
エ
）、

池
田
智
美
（
ホ
ル
ン
）
、大
津
敦

（
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
）
、安
原
千
絵
（
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
）

ち
い
さ
な
朗
読
会

　
土
曜
の
朝
の
ひ
と
と
き
、明

る
く
心
地
よ
い
部
屋
で
、絵
本
・

紙
芝
居
な
ど
を
一
緒
に
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

▼
と
き
　
１０
月
２２
日
（土）
午
前
１１

時
〜

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
会
議
室

▼
内
容
　
こ
ん
た
の
お
つ
か
い（
絵

本
）
、や
さ
し
い
ま
も
の
バ
ッ
パ

ー（
紙
芝
居
）ほ
か

▼
お
話
し
　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア「
ゆ
り
の
会
」
 

ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
今
月
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に
、

一
人
ま
た
は
一
グ
ル
ー
プ
で
一
曲
演

奏
し
て
い
た
だ
く
「
ひ
と
り
一
曲

ラ
イ
ブ
」
で
す
。
ピ
ア
ノ
、バ
イ

オ
リ
ン
、フ
ル
ー
ト
の
演
奏
や
ギ

タ
ー
弾
き
語
り
な
ど
多
彩
で

す
。

▼
と
き
　
１０
月
２３
日
（日）
午
後
２

時
〜

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル

▼
出
演
　
「
ひ
と
り
一
曲
ラ
イ
ブ
」

に
事
前
に
申
し
込
み
さ
れ
た
人

※
す
べ
て
入
場
無
料
で
す
。

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家（
　
６
６
‐６
７

０
０
）

●
史
跡
公
園
月
釜

　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、ご

家
族
で
お
茶
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、
次
の
と
お
り
お

茶
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
普
段
着
で
気
軽
に
楽
し
め
る

お
茶
会
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
１０
月
１６
日
（日）
午
前
１０

時
〜
正
午（
雨
天
決
行
）

▼
と
こ
ろ
　
史
跡
公
園
鳥
居
建

民
家
（
大
地
町
野
合
５１
　
３
８

‐６
１
０
１
）

▼
茶
券
　
１
席
３
０
０
円（
お
抹

茶
と
お
菓
子
）

▼
席
主
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟

社
本
社
中

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
文
化
協
会

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
　
３

８
‐５
８
１
９
）ま
で
。

●
男
子
厨
房
に
入
ろ
う（
男

　
の
料
理
教
室
）

　
男
性
の
た
め
の
栄
養
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
た
簡
単
な
料
理
の
入

門
教
室
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
の

自
分
の
た
め
に
、「
食
と
健
康
」

に
興
味
を
持
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
と
き
（
全
５
回
）
　
１０
月
２７
日

（木）
、１１
月
１０
日
（木）
・
２４
日
（木）
、１２

月
８
日
（木）
、平
成
２４
年
１
月
１２

日
（木）
、午
前
１０
時
〜
午
後
零
時

３０
分

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
栄
養
指
導
室

▼
内
容
　
栄
養
ミ
ニ
講
座
、
調

理
実
習

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
男
性
で
、

広告 広告

お
お
に
し
の
ぶ
ひ
と

や
す
は
ら
　
た
　
ぶ
　ろ
う

い
け 

だ 

と
も 

み

お
お 

つ

あ
つ
し

や
す
は
ら

 

ち 
 

え

一人年額　５００円の会費で交通事故で負傷され
た方に見舞金が支給される『交通災害共済』に
家族で加入しましょう。
　詳しいことや共済見舞金請求手続等については
市役所市民窓口課までおたずねください。
（　０５８７－３８－５８０７）

尾張市町交通災害共済組合

平成２３年度新規会員募集中
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暮らしのガイド�
５
回
参
加
で
き
る
人
。
同
テ
ー

マ
の
教
室
に
は
じ
め
て
参
加
す

る
人
。

▼
定
員
　
２０
人（
先
着
順
）

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
手
拭
タ

オ
ル

▼
申
込
方
法
　
１０
月
３
日
（月）
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

ま
す（
電
話
可
）。

▼
問
合
先
　
健
康
課
指
導
グ
ル

ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
　
３

７
‐３
５
１
１
） 

�●
出
前
じ
ど
う
か
ん
〜
あ

　
そ
び
ば
〜

��　
秋
の
モ
リ
コ
ロ
パ
ー
ク
で
、親

子
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る「
出

前
じ
ど
う
か
ん
〜
あ
そ
び
ば
〜
」

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
来
年
、

愛
知
県
で
開
催
す
る
「
第
１２
回

全
国
児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
あ

い
ち
大
会
」
に
先
立
ち
プ
レ
大

会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て

実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時
　
１１
月
３
日
（木）�
（祝）
午
前

１０
時
３０
分
〜
午
後
４
時

▼
場
所
　
地
球
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー（
モ
リ
コ
ロ
パ
ー
ク
内
）

▼
内
容
　
県
内
各
地
の
児
童
館

ス
タ
ッ
フ
が
イ
チ
オ
シ
す
る
、あ

そ
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
体
験
で

き
ま
す
。

▼
対
象
　
子
育
て
中
の
親
子
な

ど▼
参
加
費
　
無
料

▼
問
合
先
　
あ
い
ち
プ
レ
大
会

事
務
局
（
愛
知
県
児
童
総
合
セ

ン
タ
ー
　
０
５
６
１
‐６
３
‐１

１
１
０
、FAX
０
５
６
１
‐６
３
‐

１
１
１
６
）

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

h
ttp
://w

w
w
.a
c
c
-a
ic
h
i.o
r�

g
/2
0
1
2
b
lo
g
/

●
戦
争
体
験
語
り
部
の
会
�

 
員

　
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に
戦

争
体
験
談
を
お
話
し
て
い
た
だ

け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　
現
在
岩
倉
市
で
は
、語
り
部

の
会
に
よ
る
戦
争
体
験
談
を
毎

年
市
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代

に
語
り
継
い
で
い
く
た
め
、語
り

部
の
会
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

人
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先
　
秘
書
課
秘
書
人
事

グ
ル
ー
プ（
　
３
８
‐５
８
０
１
）

市民スペース
市役所市民ギャラリー　生涯学習センターギャラリー情報

市役所市民ギャラリー
【岩倉の自然の今と昔を学ぶ】
　とき　１０月３日（月）午前１０時～�
　　　　８日（土）午後７時
　問合先　環境保全課（　３８-５８０８）
【赤い羽根作品展】
　とき　１０月１１日（火）午前９時～�
　　　　１６日（日）午後７時
　問合先　（社）岩倉市社会福祉協議会
　　　　　（　３７-３１３５）
【ど真ん中祭り参加報告展】
　とき　１０月１７日（月）正午～�
　　　　２２日（土）午後４時
　問合先　桜井（　０９０-８１８０-６２６７）

広告 広告

募集

生涯学習センターギャラリー
【伊勢型紙を楽しむ会　作品展示】
　とき　１０月６日（木）午前１０時～�
　　　　１２日（水）午後３時
　問合先　岡崎（　３７-８８６８）
【ＭＯＡ美術館岩倉児童作品展】
　とき　１０月１７日（月）午前１０時～�
　　　　２３日（日）午後３時
　問合先　安江（　６６-４４４８）
【シャドウボックスの展示】
　とき　１０月２５日（火）午前１１時～�
　　　　３１日（月）午後５時
　問合先　社本（　９５-５６７７）
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は
ふ
た
つ

●
雅
楽
愛
好
集
団
「
葉
二
」
 

　
参
加
者

　
希
望
の
家
で
は
、１０
月
よ
り

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
幅
広

く
集
ま
っ
て
雅
楽
を
楽
し
む
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
活
動
し
て

い
き
ま
す
。
１
千
３
０
０
年
ほ

ど
前
に
大
陸
か
ら
も
た
ら
さ
れ

た
伝
統
あ
る
雅
楽
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。
見
学
は
無
料
で
す
。

▼
と
き
　
初
回
の
１０
月
１０
日
（月）�

（祝）
か
ら
毎
月
第
２
・
第
４
月
曜

日
午
後
６
時
〜
９
時

▼
と
こ
ろ
　
希
望
の
家（
川
井
町
）

和
室
Ａ

▼
参
加
費
　
１
人
１
回
５
０
０

円▼
申
込
・
問
合
先
　
希
望
の
家（
　

３
７
‐４
１
９
１
）

●
「
第
三
十
回
全
国
・
自

　
然
歩
道
を
歩
こ
う
大
会

　
愛
知
県
大
会
」
参
加
者

　
毎
年
１０
月
は
、環
境
省
主
唱

に
よ
る
「
全
国
・
自
然
歩
道
を
歩

こ
う
月
間
」で
す
。

　
県
で
は
、愛
知
県
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
協
会
と
共
催
で
、左
記
の
と

お
り
「
第
三
十
回
全
国
・
自
然
歩

道
を
歩
こ
う
大
会
愛
知
県
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
１０
月
１６
日
（日）
午
前
９

時
集
合
、９
時
３０
分
石
作
公
園

発
午
後
２
時
３０
分
犬
山
城
到
着

予
定

▼
集
合
場
所
　
犬
山
市
石
作
公

園（
犬
山
市
松
本
町
４
‐
８９
）

※
公
共
交
通
機
関
に
て
お
越
し

く
だ
さ
い

▼
コ
ー
ス
　
東
海
自
然
歩
道
他

（
犬
山
市
内
約
１２
　
　
）

石
作
公
園
〜
善
師
野
駅
前
〜
不

老
公
園
〜
犬
山
国
際
交
流
村
〜

犬
山
城

▼
参
加
費
　
無
料
（
事
前
申
し

込
み
不
要
）

▼
そ
の
他
　
小
雨
決
行
。
現
地
へ

の
交
通
費
は
自
己
負
担
。
昼
食
・

飲
み
物
・
雨
具
等
は
各
自
で
持
参
。

万
一
の
場
合
の
た
め
に
健
康
保

険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
愛
知
県
環
境
部
自

然
環
境
課
調
整
・
施
設
グ
ル
ー

プ〔
　
０
５
２
‐９
５
４
‐６
２

２
７（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）〕

●
労
働
講
座
受
講
者

▼
と
き
　
１０
月
１８
日
（火）
午
後
１

時
２０
分
〜
４
時
２０
分

▼
と
こ
ろ
　
稲
沢
市
勤
労
福
祉

会
館
第
２
・
３
研
修
室（
稲
沢
市

朝
府
町
５
‐１
）

▼
内
容
・
講
師
　

・「
個
別
労
使
紛
争
の
解
決
援
助

制
度
」
�

　
講
師
　
愛
知
県
労
働
委
員
会

事
務
局
職
員
　

・「
愛
知
県
融
資
制
度
に
つ
い
て
」

　
講
師
　
愛
知
県
産
業
労
働
部

中
小
企
業
金
融
課
職
員

・「
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
と
企
業

の
対
応
策
」
�

　
講
師
　
西
脇
法
律
事
務
所
弁

護
士
　
西
脇
明
典
さ
ん
 

▼
対
象
　
事
業
主
、
人
事
労
務

担
当
者
、労
働
組
合
関
係
者
、一

般
勤
労
者
等

▼
定
員
　
６０
人（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
郵
送
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス

▼
申
込
期
限
　
１０
月
１１
日
（火）

▼
申
込
先
　
愛
知
県
尾
張
県
民

事
務
所
産
業
労
働
課
労
働
分
室

（
　
０
５
８
６
‐
７
７
‐
４
１
８

１
FAX
０
５
８
６
‐７
６
‐９
４
２

６
）

●
違
反
広
告
物
除
却
団
体

　
道
路
上
に
繰
り
返
し
掲
出
さ

れ
る
は
り
紙
・
は
り
札
・
立
て
看

板
な
ど
の
違
反
広
告
物
は
、ま

ち
の
美
観
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、

車
両
や
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、サ
ラ

金
等
の
広
告
物
に
つ
い
て
は
、多

重
債
務
等
の
温
床
の
一
因
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、こ
の
よ
う
な
違
反

広
告
物
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
除

却
し
て
い
た
だ
け
る
団
体
を
募

集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
２０
歳
以
上
の
人
で
構
成

す
る
３
人
以
上
の
団
体
。

▼
申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙〔
都

市
整
備
課
で
配
布
、岩
倉
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（
ア
ド
レ
ス
裏
表
紙

参
照
）か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

能
〕に
記
入
し
て
、都
市
整
備
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
都
市
整
備
課
計
画

グ
ル
ー
プ（
　
３
８
‐５
８
１
４
）

●
愛
知
江
南
短
期
大
学
社

　
会
人
学
生

　
栄
養
士
・
栄
養
教
諭
お
よ
び

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
を
養
成

す
る
愛
知
江
南
短
期
大
学
で
は
、

平
成
２４
年
度
社
会
人
学
生
の
募

集
に
際
し
て
、経
済
的
負
担
を

さ
ら
に
軽
減
す
る
た
め
、こ
れ

ま
で
の
「
入
学
金
２０
　
減
免
」
に

加
え
て
、左
記
の
二
つ
の
新
た
な

修
学
支
援（
授
業
料
減
免
）制
度

を
設
け
ま
し
た
。

▼
地
域
特
割
（
岩
倉
市
に
継
続

居
住
す
る
年
数
に
応
じ
て
授
業

料
を
減
免
）

・
５
年
以
上
居
住
の
人
…
２０
万

円・１０
年
以
上
居
住
の
人
…
４０
万

円▼
世
代
特
割
（
入
学
時
の
年
齢

に
よ
る
授
業
料
を
減
免
）

・
２１
歳
〜
３９
歳
…
４０
万
円

・
４０
歳
〜
４９
歳
…
４４
万
円

・
５０
歳
以
上
…
４８
万
円

　
右
記
二
制
度
の
該
当
項
目
加

算
額
が
支
援（
減
免
）額
と
な
り

ま
す
。

　
江
南
短
大
は
、地
域
の
皆
様

と
と
も
に
あ
り
続
け
た
い
、地
域

の
お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

▼
問
合
先
　
募
集
要
項
・
願
書

な
ど
社
会
人
入
試
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
愛
知
江
南
短
期
大
学

入
試
広
報
課（
　
０
５
８
７
‐５

５
‐５
８
０
０
フ
リ
ー
コ
ー
ル
０

１
２
０
‐５
７
０
‐
２
２
４
）

●
「
第
六
回
み
の
り
の
里

　
ま
つ
り
」
バ
ザ
ー
用
品

　
み
の
り
の
里
で
は
、第
六
回「
み

の
り
の
里
ま
つ
り
」
を
１１
月
２７

日
（日）
に
開
催
し
ま
す
。
ご
家
庭

で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
を
バ
ザ

ー
用
品
と
し
て
ご
寄
付
く
だ
さ

い
。
次
頁
の
表
の
日
に
集
荷
場

キ
　
メ
ー

　
ロ
ト
ル

パ
ー

セ
ン
ト

に
し
わ
き
あ
き
の
り
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暮らしのガイド�

こ
う
げ
ん
び
ょ
う

と　き と　こ　ろ 内容および講師

所
ま
で
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば

回
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

午
前
９
時
４５
分
〜
１１
時
３０
分
ま

で
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

暴
風
雨
警
報
が
午
前
８
時
の
時

点
で
発
令
さ
れ
て
い
た
場
合
は

集
荷
を
中
止
し
ま
す
。
振
替
日

は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
ろ
し
け
れ

ば
「
み
の
り
の
里
」
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

バ
ザ
ー
用
品
の
例

　
食
器
・
台
所
用
品
・
日
用
雑
貨
・

衣
類
（
新
品
）
等
。
家
電
製
品
は

製
造
か
ら
５
年
以
内
の
も
の
で

お
願
い
し
ま
す
。

お
引
受
け
で
き
な
い
も
の

　
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・

洗
濯
機
・
大
型
家
具
・
本
・
古
着
・

人
形
・
ぬ
い
ぐ
る
み
・
ス
キ
ー
板
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
先
　
い
わ
く
ら
福
祉
会

み
の
り
の
里
（
　
６
６
‐５
０
０

１
）

����������������������������

��●
地
震
防
災
講
習
会
の
参

　
加
者

　
岩
倉
市
で
は
、平
成
１５
年
１２
月

１７
日
に
東
南
海
・
南
海
地
震
の

地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、地
震
災

害
に
対
す
る
危
機
意
識
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
、正
し
い
知
識

を
持
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
す
で
に
平
成
１６
年

度
か
ら
２２
年
度
ま
で
に
受
講
し

修
了
証
を
受
け
取
っ
て
い
る
人

以
外
に
限
り
ま
す
。

　
講
演
・
演
習
に
つ
い
て
は
、岩

倉
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
人

が
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、講
習
を
受
講
さ
れ
た
人

に
は
修
了
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
と
き
　
１１
月
２０
日
（日）
午
前
９

時
〜
午
後
零
時
３０
分（
予
定
）

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
講
習
内
容

　
講
義
…
防
災
体
制
「
地
震
に

備
え
て
」

　
講
演
…
危
機
意
識
の
高
揚

　
演
習
…
「
図
上
訓
練
」

　
実
技
…
自
動
体
外
式
除
細
動

器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
取
り
扱
い

※
内
容
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

▼
定
員
　
８０
人

▼
募
集
期
限
　
１０
月
２０
日
（木）

▼
申
込
方
法
　
総
務
部
行
政
課

で
受
け
付
け
て
い
ま
す（
電
話
可
）。

▼
申
込
・
問
合
先
　
総
務
部
行
政

課
生
活
安
全
グ
ル
ー
プ（
　
３
８

‐５
８
０
４
）

�●
膠
原
病
患
者
家
族
教
室

　
江
南
保
健
所
で
は
、全
身
性
エ

リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
や
強
皮
症
、皮

膚
筋
炎
、
多
発
性
筋
炎
な
ど
の

膠
原
病
の
患
者
さ
ん
と
ご
家
族

を
対
象
に
膠
原
病
に
つ
い
て
の

講
演
会
と
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
専
門
の
先
生
か
ら
医
療
や
生

活
に
つ
い
て
の
講
義
や
助
言
を

い
た
だ
い
た
り
、同
じ
病
気
を
持

つ
患
者
家
族
同
士
で
情
報
交
換

を
し
た
り
し
ま
す
。
参
加
希
望
の

人
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容
・
講
師

　
下
表
の
と
お
り

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
１０
月
１４
日
（金）

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健
所

健
康
支
援
課
地
域
保
健
グ
ル
ー

プ
難
病
担
当
（
　
５
６
‐２
１
５

７
）

講座
教室

集　荷　日 集　荷　場　所

１０月２２日（土）

１０月１６日（日）

１０月３０日（日）

１１月６日（日）

第六児童館
東町休憩所北口
白山公園北入口
お祭り広場東側
第四児童館
下寺保育園前
第七児童館前
八剱憩いの広場東口
東新町公会堂前
東部保育園前
第二児童館横（南入口）
新いずみ公園
くすのきの家
ふれあいセンター前
岩倉市役所北側玄関前
中央公園東口
岩倉郵便局前
市民プラザ入口（旧公民館）
南部老人憩の家前
史跡公園前

１０月２４日（月）
午後２時～４時

江南市布袋ふれあい会館
（江南市布袋町東３５９）

・講演会「膠原病について」講師　藤
田保健衛生大学病院リウマチ・感染
症内科医師

西野　譲さん
・交流会

1234

に し の 　 　 じょう
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健康

●
ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

　
江
南
保
健
所
で
は
、「
ひ
き
こ

も
り
に
悩
ん
で
い
る
ご
家
族
」

を
対
象
に
ひ
き
こ
も
り
家
族
教

室
を
開
催
し
ま
す
。「
ひ
き
こ
も

り
」
と
は
、長
期
に
わ
た
っ
て
社

会
参
加
を
し
て
お
ら
ず
、自
宅

に
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
状
態
を

表
す
言
葉
で
す
。
家
族
教
室
は
、

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
、悩
み
や
不
安
を
一
緒
に

話
し
合
う
場
で
す
。

　
ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
内
容

【
第
１
回
】

▼
と
き
　
１０
月
２５
日
（火）
午
後
２

時
〜
４
時

▼
内
容
　
　
「
ひ
き
こ
も
り
の

理
解
と
対
応
」
講
師
　
川
北
　

稔
さ
ん
　
愛
知
教
育
大
学
大
学

院
教
育
実
践
研
究
科
准
教
授

　
交
流
会

【
第
２
回
】

▼
と
き
　
１１
月
２２
日
（火）
午
後
２

時
〜
４
時

▼
内
容
　
　
「
親
や
家
族
が
取

り
組
む
ワ
ー
ド
」
講
師
　
伊
藤

進
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
な
で
し

こ
の
会
」
全
国
引
き
こ
も
り

K
H
J
親
の
会
・
東
海
理
事
長
）

　
交
流
会

▼
対
象
　
ひ
き
こ
も
り
に
悩
ん

で
い
る
ご
家
族
�

▼
定
員
　
２０
人
（
２
回
と
も
参

加
可
能
な
人
を
優
先
）

▼
と
こ
ろ
　
愛
知
県
江
南
保
健

所
３
階
大
会
議
室
（
江
南
市
布

袋
下
山
町
西
８０
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
間
　
１０
月
３
日
（月）
〜

１０
月
１８
日（
火
）の
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で

▼
申
込
・
問
合
先
　
愛
知
県
江

南
保
健
所
健
康
支
援
課
こ
こ
ろ

の
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ
（
　
５

６
‐２
１
５
７
）

●
よ
り
よ
い
食
生
活
教
室

　
〜
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

　
よ
う
（
内
容
編
）
〜

　
平
成
２１
年
度
生
活
習
慣
関
連

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
適
切
な
食

事
内
容
・
量
を
知
っ
て
い
る
」
人

の
割
合
は
、５５．
５
　
で
し
た
。

　
み
な
さ
ん
は
、１
日
に
何
を
ど

れ
だ
け
食
べ
た
ら
よ
い
か
知
っ
て

い
ま
す
か
。
元
気
な
毎
日
を
過

ご
す
た
め
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
栄

養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
自
分
や
家
族

の
健
康
の
た
め
に
、食
事
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
　
１０
月
３１
日
（月）
午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
零
時
３０
分

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
栄
養
指
導
室

▼
内
容
　
話
「
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

べ
よ
う（
内
容
編
）
」・
調
理
実
習

▼
対
象
　
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
に
関
心
が
あ
る
人
（
男
女
は

問
い
ま
せ
ん
）　
　
　

▼
定
員
　
２４
人（
先
着
順
）

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
　

▼
申
込
方
法
　
１０
月
３
日
（月）
か

ら
受
け
付
け
ま
す（
電
話
可
）。

▼
申
込
・
問
合
先
　
健
康
課
指

導
グ
ル
ー
プ（
保
健
セ
ン
タ
ー
内

　
３
７
‐３
５
１
１
）

●
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ

　
ン
ザ
予
防
接
種

　
６５
歳
以
上
（
一
部
６０
歳
以
上
）

で
個
別
接
種
（
市
内
委
託
医
療

機
関
）
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

直
接
医
療
機
関
へ
申
し
込
み
後
、

接
種
を
し
て
く
だ
さ
い
。
保
健

セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
接
種
は
１０

月
１５
日
号
の
広
報
い
わ
く
ら
で

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

▼
対
象
者
　
岩
倉
市
民
で
接
種

時
に
次
の
条
件
を
満
た
す
人

　
満
６５
歳
以
上
の
希
望
者

　
満
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
人

で
、心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
障

害
や
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

の
障
害
で
日
常
生
活
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
を
有

す
る
希
望
者
（
事
前
に
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）。

▼
期
間
　
１０
月
１
日
（土）
〜
１２
月

末
（
医
療
機
関
に
よ
り
期
間
が

若
干
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
直
接
、医
療
機
関
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
）

▼
接
種
場
所
　
左
表
の
市
内
１６

医
療
機
関
※
各
自
で
予
約

▼
費
用
（
自
己
負
担
）
　
１
千
円

（
接
種
日
に
医
療
機
関
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い
）

▼
費
用
の
免
除
　
市
内
在
住
の

市
民
税
非
課
税
世
帯
（
生
活
保

護
受
給
世
帯
等
含
む
）
の
人
は

費
用
を
免
除
し
ま
す
の
で
、
保

健
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）。

▼
そ
の
他
　
疾
病
等
に
よ
り
市

外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望

す
る
場
合
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
健
康
課
健
康
グ
ル

ー
プ（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
　
３
７

‐３
５
１
１
）

�����������������������

11

22

12

か
わ
き
た
　
　

い
と
う
　
　

パ
ー

セ
ン
ト

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

１０�

１１�

１２�

１３�

１４�

１５�

１６

有馬医院

いとうクリニック

伊藤外科

いのうえ耳鼻咽喉科

いわくら耳鼻咽喉科

いわくら整形外科クリニック

岩倉東クリニック

岩倉病院

おしたにクリニック

かみのクリニック

寺澤内科小児科

丹羽外科内科

長谷川外科

ませきクリニック

名草クリニック

ようてい中央クリニック

岩倉市井上町４３０-１

岩倉市東新町南江向２４-５

岩倉市本町前田７８-８

岩倉市八剱町六反田１７-１

岩倉市西市町西市前３１-４

岩倉市東町東出口８

岩倉市中本町葭原４

岩倉市川井町北海戸１

岩倉市稲荷町高畑８

岩倉市神野町平久田７０

岩倉市栄町一丁目５

岩倉市新柳町一丁目４１

岩倉市本町北廻間１７

岩倉市下本町下市場１３９

岩倉市鈴井町下新田１４５

岩倉市曽野町郷前１７

３７-０１２３

３８-１１１２

６６-３８０１

３８-４１３３

６６-４５３３

６５-３６００

６６-１２１０

３７-８１５５

３８-３５０１

３８-３８００

３７-２０１８

６６-３３６６

３７-３３０１

３７-０１７５

３７-１７００

６６-５１３３

医療機関名 住　　　所 電話番号

み
の
る

す
す
む
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相 談
その他

��●
肺
が
ん
検
診
・
結
核
検

　
診
（
胸
部
　
線
撮
影
）

　
の
追
加
実
施

　
肺
が
ん
検
診
・
結
核
検
診（
胸

部
　
線
撮
影
）
の
追
加
実
施
を

し
ま
す
。
５
月
お
よ
び
７
月
実

施
時
に
受
診
を
さ
れ
て
い
な
い

人
の
み
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
１０
月
２４
日
（月）
・
２５
日

（火）
・
２６
日
（水）
・
２８
日
（金）

▼
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
11

時
３０
分

▼
対
象
　
市
内
に
在
住
の
４０
歳

以
上
（
昭
和
４７
年
３
月
３１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
）で
５
月
お
よ

び
７
月
実
施
時
に
未
受
診
の
人

▼
検
診
費
用
　
２
０
０
円

※
市
内
在
住
の
市
民
税
非
課
税

世
帯
（
生
活
保
護
受
給
世
帯
等

を
含
む
）の
人
は
、検
診
費
用
を

免
除
し
ま
す
。
検
診
受
付
時
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
事
前
の
申
し
込
み
不
要
。
実

施
日
の
受
付
時
間
内
に
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
混
み
具
合
に
よ
り
、

待
ち
時
間
が
長
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
車

で
の
お
越
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
先
　
健
康
課
健
康
グ
ル

ー
プ（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
　
３
７

‐３
５
１
１
）

●
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

　
チ
ン
の
お
知
ら
せ

������　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

は
従
来
の
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
に
加

え
、ガ
ー
ダ
シ
ル
も
平
成
２３
年
９

月
１５
日
か
ら
、助
成
事
業
対
象
ワ

ク
チ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
両
ワ
ク
チ
ン
と
も
に
子
宮
頸

が
ん
の
予
防
効
果
が
あ
り
、同
じ

種
類
の
ワ
ク
チ
ン
で
３
回
接
種

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す（
接

種
時
に
医
療
機
関
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
）。

　
中
学
１
年
生
〜
高
校
１
年
生

で
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、接

種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
健
康
課
健
康
グ
ル

ー
プ（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
　
３
７

‐３
５
１
１
）

●
３０
歳
以
上
の
人
と
妊
婦

　
さ
ん
の
た
め
の
成
人
歯

　
科
健
康
診
査

　
歯
科
健
診
を
定
期
的
に
受
け

る
こ
と
で
、む
し
歯
や
歯
周
病
を

早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、早
期
に
治
療
に
か

か
る
こ
と
で
症
状
が
悪
化
し
て

か
ら
か
か
る
よ
り
も
治
療
期
間

の
短
縮
、治
療
費
の
軽
減
、治
療

中
の
痛
み
も
最
小
限
に
抑
え
ら

れ
ま
す
。一
年
に
一
度
、歯
科
健
診

を
受
け
る
こ
と
を
習
慣
に
し
ま

し
ょ
う
。

▼
と
き
　
１０
月
３
日
（月）
〜
１４
日

（金）
（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

午
後
１
時
〜
２
時
２０
分

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、車
で

の
お
越
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
３０
歳
以
上
の
人（
昭
和

５７
年
３
月
３１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
）お
よ
び
妊
婦
　

※
今
年
度
（
５
・
６
・
８
・
９
月
）

受
診
者
は
除
く
。

▼
定
員
　
１
４
０
人

▼
診
査
内
容
　
歯
牙
・
歯
周
診
査
、

相
談
、指
導
、口
臭
測
定（
希
望
者
）

▼
費
用
　
無
料
�

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
受
け
付

け
ま
す（
先
着
順
）※
要
予
約

▼
申
込
・
問
合
先
　
健
康
課
指
導

グ
ル
ー
プ（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
　

３
７
‐３
５
１
１
）

●
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

　
め
に
「
医
師
の
健
康
相
談
」

������　
特
定
健
康
診
査
等
の
結
果
に

つ
い
て
医
師
に
よ
る
相
談
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
、

管
理
栄
養
士
の
栄
養
相
談
も
受

け
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
１０
月
２６
日
（水）
午
後
１

時
３０
分
〜
２
時
３０
分

▼
対
象
　
特
定
健
康
診
査
等
の

受
診
者

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
　
１０
人

▼
持
ち
物
　
特
定
健
康
診
査
等

の
結
果
票
・
筆
記
用
具

▼
申
込
方
法
　
１０
月
３
日
（月）
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

ま
す（
電
話
可
）。

▼
申
込
・
問
合
先
　
健
康
課
指
導

グ
ル
ー
プ（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
　

３
７
‐３
５
１
１
）

●
行
政
書
士
無
料
相
談
会

▼
と
き
　
１０
月
１９
日
（水）
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
市
民

相
談
室

▼
問
合
先
　
愛
知
県
行
政
書
士

会
尾
北
支
部
事
務
局（
　
５
２
‐

２
８
８
３
）

●
「
法
の
日
」
無
料
登
記
相

　
談
会

▼
と
き
　
１０
月
１２
日
（水）
午
後
１

時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
市
民

相
談
室

▼
費
用
　
無
料

▼
主
な
相
談
内
容

★
不
動
産
の
登
記

★
会
社
の
登
記

★
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
青
年

後
見
人
制
度
に
関
す
る
手
続
き

な
ど

▼
問
合
先
　
市
民
相
談
室（
　
３

８
‐５
８
２
２
）

し

が
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●
私
立
高
等
学
校
等
の
授

　
業
料
の
一
部
を
補
助
し

　
ま
す

�����　
私
立
高
等
学
校
等
へ
通
っ
て

い
る
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て

授
業
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
　
１０
月
１
日（
基
準
日
）

現
在
、私
立
高
等
学
校
お
よ
び

専
修
学
校
の
高
等
課
程
に
在
籍

す
る
生
徒
の
保
護
者
で
、基
準

日
に
お
い
て
市
内
に
住
所
が
あ

る
人
。

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
基
準
日
に
お
い
て
、特
待
生

な
ど
で
授
業
料
の
納
付
を
全
額

免
除
さ
れ
て
い
る
生
徒
の
保
護

者　
通
信
制
の
課
程
、専
攻
科
ま

た
は
別
科
に
在
籍
し
て
い
る
生

徒
の
保
護
者

▼
補
助
金
額

　
基
準
日
に
お
い
て
生
活
保
護

法
に
定
め
る
保
護
を
受
け
て
い

る
人
、平
成
２３
年
度
に
納
付
す

べ
き
市
民
税
が
非
課
税
の
人
…

年
額
２
万
円

　
平
成
２３
年
度
の
市
民
税
の
所

得
割
額
が
１
万
８
千
９
０
０
円

未
満
の
世
帯
…
年
額
１
万
５
千

円　
平
成
２３
年
度
の
市
民
税
の
所

得
割
額
が
１３
万
６
千
５
０
０
円

未
満
の
世
帯
…
年
額
１
万
２
千

円　
平
成
２３
年
度
の
市
民
税
の
所

得
割
額
が
２４
万
４
千
５
０
０
円

未
満
の
世
帯
…
年
額
１
万
円

※
補
助
金
額
は
納
入
す
る
授
業

料
を
超
え
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

※
父
お
よ
び
母
と
も
に
所
得
が

あ
る
場
合
は
、２
人
分
の
合
計

金
額
に
な
り
ま
す
。

▼
申
請
方
法
　
学
校
教
育
課
で

お
渡
し
す
る
用
紙
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間
　
１０
月
３
日
（月）
〜

３１
日
（月）
（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を

除
く
）

▼
申
請
・
問
合
先
　
学
校
教
育

課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
（
　
３

８
‐５
８
１
８
）

●
交
通
災
害
共
済
に
家
族

　
そ
ろ
っ
て
加
入
を

　
交
通
災
害
共
済
は
、会
員
が

交
通
事
故
で
け
が
や
死
亡
さ
れ

た
場
合
に
、事
故
の
程
度
に
応

じ
て
見
舞
金
を
お
支
払
い
す
る

制
度
で
す
。

▼
加
入
資
格
　
岩
倉
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

人
ま
た
は
、
外
国
人
登
録
を
さ

れ
て
い
る
人

▼
会
費
　
１
人
５
０
０
円（
毎
年

４
月
１
日
〜
翌
年
３
月
３１
日
の

１
年
間
有
効
）

※
９
月
３０
日
以
降
に
加
入
の
申

し
込
み
を
さ
れ
る
場
合
は
、１
人

３
０
０
円
で
す
。

▼
対
象
と
な
る
交
通
事
故
　
自

動
車
、バ
イ
ク
、自
転
車
に
よ
る

人
身
事
故

▼
公
費
助
成
対
象
者
　
平
成
２３

年
４
月
１
日
現
在
、
岩
倉
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
人
か
外
国
人
登
録
を
さ
れ

て
い
る
人
で
、７５
歳
以
上
の
人（
昭

和
１１
年
４
月
２
日
以
前
生
ま
れ
）

ま
た
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
か

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
は
、
岩
倉
市
が
会
費
を
全

額
負
担
し
、交
通
災
害
共
済
会

員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
見
舞
金
の
請
求
方
法
　
見
舞

金
請
求
書（
組
合
指
定
用
紙
）に

次
の
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

★
交
通
事
故
証
明
書
（
自
動
車

安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
）

★
診
断
書（
組
合
指
定
用
紙
）ま

た
は
、
保
険
会
社
が
医
療
機
関

か
ら
取
り
寄
せ
た
診
断
書
（
コ

ピ
ー
可
、入
院
期
間
、通
院
日
の

記
載
が
あ
る
も
の
）

★
死
亡
診
断
書
ま
た
は
、
死
体

検
案
書

★
口
座
振
替
申
請
書
（
市
指
定

用
紙
）

★
会
員
証
兼
領
収
書

　
な
お
、請
求
す
る
と
き
に
は
、

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
請
求
期
間
　
交
通
事
故
に
あ

っ
た
日
か
ら
２
年
以
内
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。
２
年
を
過
ぎ

て
か
ら
の
請
求
は
お
受
け
で
き

ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
窓
口

グ
ル
ー
プ（
　
３
８
‐５
８
０
７
）

��●
浄
化
槽
は
正
し
く
維
持

　
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
か

　
愛
知
県
で
は
、毎
年
１０
月
を「
ク

リ
ー
ン
排
水
推
進
月
間
」
お
よ

び「
浄
化
槽
強
調
月
間
」と
定
め
、

各
種
の
啓
発
事
業
や
浄
化
槽
に

関
す
る
指
導
な
ど
を
重
点
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
機
に
、

ご
家
庭
の
浄
化
槽
が
正
し
く
維

持
管
理
さ
れ
て
い
る
か
今
一
度
確

認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
浄
化
槽
が
本
来
の
機
能
を
発

揮
す
る
た
め
に
は
、
正
し
い
維

持
管
理
が
必
要
で
す
。
適
切
に

維
持
管
理
が
行
わ
れ
な
い
と
十

分
に
機
能
し
な
く
な
る
ば
か
り

か
、水
質
汚
濁
や
悪
臭
の
原
因

と
な
り
、
隣
近
所
に
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、次
の
注
意
を
守
っ

て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
水
は
適
正
な
量
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ト
イ
レ
の
清
掃
な
ど
に
、
浄

化
槽
の
微
生
物
の
働
き
を
妨
げ

る
強
酸
性
の
洗
剤
等
は
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
紙
お
む
つ
等
水
に
溶
け
に
く

い
も
の
を
浄
化
槽
に
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　
浄
化
槽
に
雨
水
を
流
入
さ
せ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
浄
化
槽
の
上
部
お
よ
び
周
辺

に
、
機
能
に
障
害
の
あ
る
も
の

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
浄
化
槽
に
使
用
さ
れ
て
い
る

機
器
の
電
源
は
切
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　
食
用
油
や
食
べ
残
し
等
を
直

接
浄
化
槽
に
流
す
と
、浄
化
槽

に
負
担
が
か
か
り
、
故
障
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、浄
化
槽

汚
泥
に
油
分
が
混
入
し
ま
す
と
、

し
尿
処
理
施
設
で
の
処
理
が
困

難
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、飲
食
店
等
の
経
営
者
の

か
ん

121

134567 2

4 23
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暮らしのガイド�

皆
さ
ん
に
は
、グ
リ
ス
ト
ラ
ッ
プ

の
清
掃
に
つ
き
ま
し
て
も
定
期

的
に
行
っ
て
い
た
だ
き
、浄
化
槽

へ
油
分
が
混
入
し
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
浄
化
槽
は
、浄
化
槽
法

に
よ
り
、浄
化
槽
管
理
者
に
保

守
点
検
、清
掃
お
よ
び
法
定
検

査
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
の
保
守
点
検

　
保
守
点
検
と
は
、浄
化
槽
の

点
検
、調
整
ま
た
は
、こ
れ
に
伴

う
修
理
を
す
る
作
業
で
す
。
具

体
的
に
は
ブ
ロ
ワ（
送
風
機
）や

ポ
ン
プ
の
点
検
、汚
泥
の
調
整
、

消
毒
剤
の
補
充
等
を
行
い
ま
す
。

保
守
点
検
は
浄
化
槽
法
に
基
づ

い
た
技
術
上
の
基
準
に
し
た
が

っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
愛
知
県
登
録
の
浄
化

槽
保
守
点
検
業
者
に
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
登
録
業
者
は
愛
知

県
環
境
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
h
i�

.jp
/
k
a
n
k
y
o
/
m
iz
u
-

ka
/m
izu
/s
e
ih
a
i/jyo

ka
s
o
�

_in
d
e
x.h
tm
l

）で
検
索
す
る
か
、

愛
知
県
尾
張
県
民
事
務
所
環
境

保
全
課
（
　
０
５
２
‐９
６
１
‐

７
２
１
１
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

浄
化
槽
の
清
掃

　
浄
化
槽
の
清
掃
は
、浄
化
槽

内
に
生
じ
た
汚
泥
、ス
カ
ム（
浮

遊
物
）
等
の
引
き
出
し
お
よ
び

機
器
の
洗
浄
、清
掃
等
を
行
う

作
業
で
す
。
清
掃
を
行
う
回
数
は
、

年
１
回
以
上（
全
ば
っ
気
式
の
浄

化
槽
は
６
カ
月
に
１
回
以
上
）で

す
。
清
掃
は
、岩
倉
市
の
許
可
業

者
の
（株）
ア
イ
ホ
ク（
　
６
６
‐２

１
１
２
）が
行
っ
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
の
法
定
検
査

　
浄
化
槽
の
法
定
検
査
は
、浄
化

槽
が
正
常
に
機
能
し
て
い
る
か

総
合
的
に
判
断
す
る
た
め
の
検

査
で
す
。
こ
の
法
定
検
査
に
は
、

新
設
し
た
浄
化
槽
の
水
質
検
査

（
７
条
検
査
）
と
年
１
回
の
定
期

検
査（
１１
条
検
査
）が
あ
り
ま
す
。

７
条
検
査
に
つ
い
て
は
、使
い
始

め
て
か
ら
３
カ
月
か
ら
８
カ
月

ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

法
定
検
査
は
保
守
点
検
と
は
目

的
が
異
な
る
た
め
、保
守
点
検
業

者
と
委
託
契
約
し
て
い
て
も
、指

定
検
査
機
関
に
よ
る
法
定
検
査

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

法
定
検
査
に
つ
い
て
は
、愛
知
県

の
指
定
検
査
機
関
で
あ
る
（社）
愛

知
県
浄
化
槽
協
会（
　
０
５
２
‐

４
８
１
‐７
１
６
０
）
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

　
水
環
境
を
守
る
た
め
に
、浄
化

槽
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
、皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境

グ
ル
ー
プ（
　
３
８‐５
８
０
８
）、

愛
知
県
の
事
業
に
つ
い
て
は
愛

知
県
環
境
部
水
地
盤
環
境
課（
　

０
５
２
‐９
５
４
‐６
２
１
９
）

●
犬
の
こ
う
傷
事
故
が
発

　
生
し
ま
し
た

　
平
成
２３
年
７
月
に
、岩
倉
市
内

で
犬
の
こ
う
傷
事
故
が
発
生
し

ま
し
た

・
犬
の
放
し
飼
い
な
ど
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

�　
お
り
、さ
く
な
ど
の
飼
犬
を
収

容
す
る
囲
い
の
設
置
や
、盲
導
犬
・

警
察
犬
な
ど
を
そ
の
目
的
の
た

め
に
使
用
す
る
な
ど
の
特
別
な

場
合
を
除
き
、犬
の
放
し
飼
い
は

愛
知
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
飼
主
自
身
に
と
っ
て
は

大
丈
夫
と
思
っ
て
い
て
も
、周
り

の
人
に
は
と
て
も
迷
惑
で
怖
い

こ
と
で
す
。

　
犬
は
丈
夫
な
リ
ー
ド
で
つ
な

い
で
す
ぐ
に
制
御
で
き
る
長
さ

に
保
ち
、散
歩
す
る
際
に
は
犬
を

制
御
で
き
る
人
が
連
れ
て
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、公
園
等
で
犬
を
放
し
て

運
動
さ
せ
る
こ
と
は
、他
の
人
へ

の
迷
惑
と
な
る
だ
け
で
な
く
、こ

う
傷
事
故
に
も
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
る
の
で
、絶
対
に
や
め
て
く

だ
さ
い
。
実
際
に
、岩
倉
市
に
お

い
て
も
、平
成
２２
年
度
に
５
件
の

こ
う
傷
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す（
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
尾

張
支
所
報
告
分
）。

　
万
が
一
、こ
う
傷
事
故
が
起
き

て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、飼
主
は

動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
尾
張

支
所
ま
で
届
出
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、飼
主
は
獣
医
師
に

よ
る
狂
犬
病
感
染
の
診
断
を
飼

犬
に
受
け
さ
せ
、結
果
を
動
物
保

護
管
理
セ
ン
タ
ー
尾
張
支
所
に

報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

散
歩
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

・
糞
尿
の
処
理
を
き
ち
ん
と
し
ま

し
ょ
う
。

　
犬
を
散
歩
に
連
れ
て
行
く
と

き
に
は
、テ
ィ
ッ
シ
ュ
、糞
袋
（
ビ

ニ
ー
ル
袋
）、水
を
入
れ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、糞
を
取
る
た
め
の
ス
コ

ッ
プ
等
を
持
っ
て
出
か
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
飼
犬
が
し
た
糞

は
飼
主
が
き
ち
ん
と
持
ち
帰
り
、

お
し
っ
こ
を
し
た
時
は
水
で
洗
い

流
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
糞
や

お
し
っ
こ
を
放
置
す
る
こ
と
で
、

以
下
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
ま
す
。

　
景
観
を
損
な
い
、不
快
に
感
じ

る
人
が
い
る
。

　
悪
臭
が
発
生
す
る
。

　
交
通
看
板
等
が
腐
食
す
る
。

飼
犬
が
し
た
糞
尿
は
、飼
主
が
責

任
を
持
っ
て
処
理
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境

グ
ル
ー
プ（
　
３
８
‐５
８
０
８
）

ま
た
は
愛
知
県
動
物
保
護
管
理

セ
ン
タ
ー
尾
張
支
所（
　
０
５
８

６
‐７
８
‐２
５
９
５
）

●
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調

　
査
に
ご
協
力
を

　
愛
知
県
で
は
、皆
さ
ん
が
鉄
道
・

バ
ス
・
自
動
車
な
ど
を
ど
の
よ
う

に
利
用
し
て
い
る
か
調
べ
、今
後

の
ま
ち
づ
く
り
等
に
活
用
し
ま
す
。

無
作
為
に
選
ん
だ
ご
家
庭
に
１０

月
〜
１１
月
ご
ろ
に
調
査
票
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
ま
た
、ど
な
た
で
も
回
答

い
た
だ
け
る
Ｗ
ｅ
ｂ
調
査

（h
ttp
s
://c
h
u
kyp
t.in
fo

）も

実
施
し
ま
す
。

▼
問
合
先
　
中
京
都
市
圏
パ
ー

ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
相
談
窓
口（
　

０
１
２
０
‐１
０
１
‐７
１
１
）

1
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●
ま
ず
は
一
度
、
お
気
軽

　
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　
『
就
職
』
に
関
す
る
相

　
談
室

���　
例
え
ば
…
、就
職
す
る
の
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
…
、
就

職
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

は
分
か
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
…
、

自
分
に
合
っ
た
仕
事
が
わ
か
ら

な
い
等
な
ど
…

　
岩
倉
市
で
は
、就
職
活
動
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
お

持
ち
の
若
者
や
大
学
・
高
校
等

を
卒
業
後
も
未
就
職
の
状
態
に

あ
る
若
者
や
そ
の
家
族
を
対
象

に
若
年
者
就
職
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
１１
月
２８
日
（月）
　
午
後

１
時
〜
、
　
午
後
２
時
〜
、
　

午
後
３
時
〜

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
相
談

室▼
定
員
　
３
人
（
各
時
間
１
人

／
５０
分
）

▼
相
談
料
　
無
料

▼
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
長
谷
川
直

子（
県
の
委
嘱
）

▼
対
象
者
　
４０
歳
未
満
の
若
年

者
（
大
学
、
短
大
等
の
学
生
を

含
む
）お
よ
び
そ
の
家
族

▼
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政

課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
（
　
３

８
‐５
８
１
２
）

●
公
共
用
地
取
得
の
円
滑

　
な
推
進
を
図
る
た
め
の

　
重
点
月
間

　
１０
月
は
、公
共
用
地
取
得
の

円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
の
重

点
月
間
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
ま
ち
を
よ
り
安
全

に
便
利
に
、
そ
し
て
快
適
に
す

る
た
め
に
、道
路
を
は
じ
め
河
川
、

下
水
道
、公
園
な
ど
の
社
会
資

本
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
多
く
の
土
地

が
必
要
で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
大

切
な
土
地
を
公
共
の
た
め
に
利

用
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　
安
全
・
安
心
な
潤
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
、子
ど
も
た
ち
へ

受
け
継
が
れ
る
社
会
環
境
の
充

実
に
、
皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解

と
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先
　
愛
知
県
用
地
対
策

連
絡
協
議
会
事
務
局
（
愛
知
県

建
設
部
用
地
課
業
務
・
企
画
グ

ル
ー
プ
）（
　
０
５
２
‐
９
５
４

‐６
５
１
０（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）
、

FAX
０
５
２
‐９
７
２
‐６
４
１
９
）

ま
た
は
都
市
整
備
課
整
備
グ
ル

ー
プ（
　
３
８
‐５
８
１
３
）

�●
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り

　
事
業
に
つ
い
て

　
愛
知
県
で
は
、
森
や
緑
を
健

全
な
状
態
で
将
来
に
引
き
継
い

で
い
く
た
め
に
、
平
成
２１
年
度

か
ら「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
」

を
活
用
し
、「
あ
い
ち
森
と
緑
づ

く
り
事
業
」
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
愛
知
森
と
緑
づ
く
り
事
業
の

詳
細
は
、http

:/
/
w
w
w
.p
r�

e
f.a
ic
h
i.jp
/0
0
0
0
0
2
3
�

1
7
5
.h
tm
l

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
２２
年
度
の
決
算
状

況
に
つ
い
て
は
、http

:/
/
w
w
�

w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp
/0
0
0
0
0
�

4
2
6
2
5
.h
tm
l

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
先
　
愛
知
県
農
林
水
産

部
森
林
保
全
課
森
と
緑
づ
く
り

推
進
室
〔
　
０
５
２
‐９
５
４
‐

６
４
５
５（
森
林
の
整
備
・
事
業

推
進
に
つ
い
て
）
〕
、
愛
知
県
建

設
部
公
園
緑
地
課
〔
　
０
５
２

‐９
５
４
‐６
５
２
６（
都
市
の

緑
化
に
つ
い
て
）
〕
、愛
知
県
環

境
部
環
境
政
策
課
〔
　
０
５
２

‐９
５
４
‐６
２
１
０（
環
境
活

動
と
環
境
学
習
に
つ
い
て
）〕�

�ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故
　

高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル

●
交
通
安
全
宣
言
・
セ
レ

　
モ
ニ
ー

　
秋
の
行
楽
期
は
、
人
や
車
の

動
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
更

に
日
没
時
刻
が
早
ま
り
、夕
暮

れ
か
ら
の
事
故
も
心
配
さ
れ
ま

す
。
夜
間
に
外
出
す
る
際
に
は
、

明
る
い
服
装
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
自
転
車
に
も
反
射

材
を
貼
付
す
る
他
、ラ
イ
ト
な

ど
の
点
検
整
備
を
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

交
通
安
全
宣
言
・
セ
レ
モ
ニ
ー

　
岩
倉
市
交
通
安
全
推
進
協
議

会
で
は
、
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
の
一
環
と
し
て
、岩
倉
市
民

体
育
祭
会
場
で
、交
通
安
全
宣

言
・
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き
　
１０
月
２
日
（日）
午
前
９

時
〜

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
北
小
学
校

▼
内
容
　
交
通
安
全
宣
言
・
交

通
安
全
啓
発
物
品
の
配
布

▼
問
合
先
　
行
政
課
生
活
安
全

グ
ル
ー
プ（
　
３
８
‐５
８
０
４
）

�������

入札結果 (８月１８日）

汚水枝線管渠工事（右岸23-2工区） 下本町地内 栗本土木（株） ３９,３７５,０００ ８/２６～H２４/３/１２

工事名等 工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期間

1

2

3
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暮らしのガイド�

��●
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

　
協
力
の
お
願
い

　
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

と
は
、子
ど
も
た
ち
が
、何
か
の

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
そ
う

に
な
っ
た
と
き
、
助
け
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
地

域
の
協
力
者
が
「
こ
ど
も
１
１

０
番
の
家
」
と
記
載
さ
れ
た
プ

レ
ー
ト
を
玄
関
や
店
先
な
ど
見

や
す
い
場
所
に
設
置
し
、
子
ど

も
が
助
け
を
求
め
て
逃
げ
込
み

や
す
い
よ
う
協
力
し
て
い
た
だ

く
活
動
で
す
。
ま
た
、ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た

子
ど
も
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、

警
察
、学
校
、家
庭
な
ど
へ
連
絡

す
る
な
ど
し
て
地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
の
安
全
を
守
っ
て
い
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

　
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

と
記
載
さ
れ
た
プ
レ
ー
ト
は
犯

罪
や
被
害
へ
の
大
き
な
抑
止
効

果
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
や
被
害
か

ら
守
る
た
め
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
必
ず
家
に

い
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る

場
合
は
、学
校
教
育
課
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
先
　
学
校
教
育

課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
（
　
３

８
‐５
８
１
８
）

●
秋
の
安
全
な
ま
ち
づ
く

　
り
県
民
運
動

　
１０
月
１１
日
（火）
か
ら
２０
日
（木）
は

「
秋
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県

民
運
動
」
期
間
で
す
。
刑
法
犯
認

知
件
数
は
、
昨
年
よ
り
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、経
済
・
雇
用

情
勢
の
不
安
定
化
に
よ
る
治
安

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、子

ど
も
や
女
性
、高
齢
者
と
い
っ
た

社
会
的
弱
者
が
被
害
を
受
け
る

事
件
が
多
発
す
る
な
ど
、
犯
罪

情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　
住
宅
侵
入
盗
は
、
愛
知
県
が

全
国
で
ワ
ー
ス
ト
１
位
で
す
。

我
が
家
の
防
犯
対
策
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
防
犯
力

を
高
め
て
、
ド
ロ
ボ
ウ
を
寄
せ

付
け
な
い
環
境
づ
く
り
が
重
要

で
す
。

　
万
引
き
や
自
転
車
盗
は
、
軽

い
気
持
ち
で
犯
行
に
及
ぶ
と
こ

ろ
が
多
い
犯
罪
で
す
。
こ
う
い
っ

た
犯
罪
を
見
過
ご
す
こ
と
は
、

規
範
意
識
を
低
下
さ
せ
、こ
れ

が
引
き
金
と
な
っ
て
重
大
な
犯

罪
に
発
展
す
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

　
今
年
は
、
自
動
車
盗
が
大
幅

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
高

速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

あ
る
市
町
村
で
、
増
加
の
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
暴
力
団
は
、
資
金
獲
得
の
た

め
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
利
用
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。一
旦
暴
力
団
に
屈
す
る
と
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
ま
で

被
害
が
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
の
力
で
社
会
の
敵
を
追

い
出
す
た
め
暴
力
追
放
気
運
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
も
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。一
人
で
判
断
せ

ず
、す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
で
、

振
り
込
む
前
に
ま
ず
周
り
の
人
、

警
察
や
消
費
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
犯
罪
に
あ
わ
な
い
　
犯
罪
を

起
こ
さ
せ
な
い
　
犯
罪
を
見
逃

さ
な
い
」

運
動
の
重
点

★
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害

防
止

★
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
犯

罪
の
防
止

★
万
引
き
、自
転
車
盗
の
防
止

★
自
動
車
盗
の
防
止

★
暴
力
追
放
運
動
の
推
進

★
振
り
込
め
詐
欺
の
防
止

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活

安
全
課（
　
５
６
‐０
１
１
０
）

●
教
育
相
談

　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
ご
と
を
持
つ
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
と
き
　
毎
週
火
・
木
曜
日
午

後
１
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指
導

教
室
お
お
く
す
相
談
室
（
中
本

町
西
出
口
１５
‐１
）

▼
相
談
員
　
火
曜
日
…
山
田
和

行
さ
ん（
元
適
応
指
導
教
室
長
）

木
曜
日
…
ハ
ー
ブ
の
会
相
談
員

（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室（
　

３
８
‐０
３
０
０
）

�新
着
図
書
の
ご
案
内

一
般
新
着
図
書

★
白
椿
は
な
ぜ
散
っ
た

岸
田
　
る
り
子
著

★
前
へ
！
　
東
日
本
大
震
災
と

戦
っ
た
無
名
戦
士
た
ち
の
記
録

麻
生
　
幾
著

児
童
新
着
図
書

★
コ
ウ
モ
リ
と
し
ょ
か
ん
へ
い
く

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
リ
ー
ズ
作
・
絵

　
さ
い
ご
う
　
よ
う
こ
訳

★
１０
月
の
え
ほ
ん

長
谷
川
　
康
男
著

※
そ
の
他
の
新
着
図
書
に
つ
い

て
は
、図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
貸
出
中
の
図
書
の
予
約
が

で
き
ま
す
）。

図
書
館
　
３
７
‐６
８
０
４

（
９
月
は
毎
週
月
曜
と
月
末

日
が
お
休
み
で
す
）

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

人気貸出図書順位
（７月～８月）

①ガリレオの苦悩�

　　　　　　（東野　圭吾）

②小暮写真館�

　　　　　（宮部　みゆき）

③告白�

　　　　　　（湊　かなえ）

や
ま

だ

か
ず

き
し

だ

あ

そ
う

は

せ

が

わ

や
す
お い

く

ゆ
き



市 民 相 談
市民相談室（　　　　　 ）38ー5822

37ー7867

お気軽にご相談ください

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっていますので、お気軽にご相談ください。
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をいただきます。

　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人でくよくよしていても何の解決にもなりません。
経験豊かなボランティアが電話で相談をお受けします。お気軽におかけください。
　とき　毎週月曜日午前10時～午後4時（祝日、振替休日を除く）

●心の相談電話
み な 　 　な や む な

■一般・消費生活相談
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く）
午前９時～午後４時
■消費生活専門相談
第１～４火曜日午後１時～４時�
■税務相談
１０月６日（木）午後１時～午後４時�
■母子・寡婦就業相談
１０月７日（金）午前１０時～午後３時３０分
■登記相談
１０月１２日（水）午後１時～４時
■不動産相談
１０月１３日（木）午後１時～４時
■人権相談
１０月１４日（金）午後１時～４時

■法律相談（予約制…定員各６人）
１０月１８日（火）、２６日（水）
午後１時～４時
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）
午前９時から、市民相談室で当月分の予約を
受け付けます（先着順、電話可）。
■行政相談
１０月２１日（金）午前１０時～午後３時�
■総合福祉相談
１０月２１日（金）午後１時～４時
★身体障害者相談　　
★戦没者遺族相談
■知的障害者相談
１０月２７日（木）午後1時～４時

22平成23年10月1日
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●
多
重
債
務
者
相
談

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た
の

会
」
に
よ
る
多
重
債
務
者
の
た
め
の

生
活
再
建
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

▼
と
き
　
毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時(

１０
月
２０
日
、１１
月
１７
日
、

１２
月
１５
日)

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
相
談
室

▼
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ

あ
し
た
の
会
」
の
司
法
書
士
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

▼
主
な
相
談
内
容
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ

金
返
済
問
題
解
決
、借
入
に
頼
っ
た
生

活
の
見
直
し
、借
入
金
の
法
的
整
理

後
の
生
活
再
建
支
援
、ヤ
ミ
金
な
ど

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
の
借
入

の
わ
か
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

相
談
に
よ
る
家
族
、個
人
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
、安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。

※
予
約
優
先
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
予
約
・
問
合
先
　
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た

の
会
（
　
０
８
０
‐
３
２
８
９
‐
７
７
０

４
）

　ご家庭で眠っている不用品の有効利用と、むだのない消

費生活のために不用品データバンクをご活用ください。

　なお、物品のやりとりは、当事者間で話し合っていただき

ます。

登録物品（９月１２日現在)
　譲ります(有償)　ハイ＆ローチェア�

　あげます(無償)　 学習机、発表会用ドレス、ベビーベッド、

書棚、クーハン、成型布オムツ、ベビー用安全棚

　求めます　ＤＶＤレコーダー、手水鉢、肘つき事務椅子、

ベビーカー、レゴブロック、メトロノーム

岩倉市ホームページ(アドレス裏表紙参照)でも確認できます。

　問合先　商工農政課商工観光グループ（　３８－５８１２）　

★不用品データバンク★



RESPEITE　AS　NORMAS DE
ELIMINA�ÌO DE LIXO

守ってくださいごみだしルール
　O lixo deve ser colocado para coleta no saco designado

pela Prefeitura no local de coleta at� as 8:30 da manh� no

dia de recolhimento.

　Caso as normas n�o sejam cumpridas, os moradores que

residem as proximidades do local de coleta s�o

prejudicados.

●Lixo Queimável restos de alimentos e comida, pap�is

sujos e usados que n�o podem ser reaproveitados, peda�os

de madeira, etc. A coleta � feita 2 vezes por semana e

devem ser eliminados �s segundas e quintas-feiras na

regi�o Norte e �s ter�as e sextas-feiras na regi�o Sul (saco

de cor branca escrito com letras verde). � proibido jogar

em caixas de papel�o ou sacolas de papel.

●Lixo não Queimável　artigos de borracha, artigos de

couro, artigos de pl�sticos como brinquedos que n�o s�o

considerados Artigos e Embalagens Pl�sticas Recicl�veis.

A coleta � feita 1 vez por semana as quarta-feiras e deve ser

jogado somente no saco determinado pela Prefeitura (saco

de cor transparente escrito com letras vermelha). N�o ser�o

recolhidos os lixo jogados em sacos de mercados.

●Artigos e Embalagens Plásticas Recicláveis　sacolas

pl�sticas, tampas, copos, frascos, redes e bandejas de

alimentos, isopores, recipientes e embalagens pl�sticas que

contenham a marca 　. Escova de dentes, balde,「garrafa

Pet 」「produtos pl�sticos n�o recicl�v�is 」n�o podem ser

jogados como Artigos e Embalagens Pl�sticas Recicl�veis,

portanto atente-se.　A coleta � feita 1 vez por semana, na

regi�o Sul as quintas-feiras e na regi�o Norte as sextas-

feiras e deve ser jogado somente no saco determinado pela

Prefeitura (saco de cor azulada escrita com letras preta ).

・Os lixos de grande porte s�o recolhidos mediante

pagamento de taxa

　Arm�rio, mesa, bicicleta, m�veis ou objetos que um dos

lados (altura ou largura ou comprimento) ultrapasse mais

que 60cm s�o considerados lixos de grande porte. Algumas

pe�as podem ser considerados com um jogo sendo cobrado

o valor de 1 pe�a (￥1.000). Maiores informa��es e

reservas para coleta, ligar para 66-8153.

●Faça sua cooperação na coleta seletiva

　Artigos recicl�veis como jornais velhos, pap�is velhos,

roupas usadas, latas em geral, garrafas Pet, garrafas de

vidro, objetos n�o queim�v�is que n�o s�o considerados

Lixo de Grande Porte ( lixos perigosos e lixos de pequeno

porte), lixo nocivos devem ser eliminados no dia de

Recolhimento do Lixo Classificado .A coleta � feita 1 vez

por m�s conforme o calend�rio de acordo com a regi�o.

●Latas de spray e isqueiros devem ser jogados no dia 

de Recolhimento do lixo classificado.

Latas de spray em geral, latas contendo g�s, isqueiros

usados, al�m de inflam�veis, tem causado explos�es nos

caminh�es de coleta. Recomendamos que ap�s o uso do

sprays fure a lata em local arejado, longe do fogo antes de

serem eliminados na caixa de recolhimento do lixo

classificado de alum�nio ou de a�o . Os isqueiros tamb�m

devem ser esvaziados completamente e colocados na caixa

de coleta de lixo nocivo. A coleta � feita 1 vez por m�s

conforme o calend�rio de acordo com a regi�o.

Dia da coleta do lixo recicl�vel

分別収集の日
04/10(sex)・Yatsurugi Cho・Inoue Cho・Kamino Cho・

Ishibotoke Cho

07/10(sex)・Sono Cho・Inari Cho・Taisanji Cho・

Taisanjimoto Machi・Taisanjihon Machi・Gojo Cho・

Daiichiba Cho

11/10(ter)・Daichi Cho・Daichishin Machi・Chuo Cho・

Minamishin Machi・Kawai Cho・Kitajima Cho・Noyori

Cho

Dia da coleta de papel velho e roupa
usada

古紙と古着の日
04/10(sex)・Nakahon Machi・Higashi Machi・Nakano Cho・

Suzui Cho

07/10(sex)・Shimohon Machi・Showa Cho・Asahi Machi・

Sakae Machi 2 Chome・Shinyanagi Cho

11/10(ter)・Izumi Cho・Saichi Cho・Hon Machi・Miyamae

Cho・Sakaemachi 1 Chome

●Informa��es（　38‐5807）
Dispon�vel int�rprete em portugu�s

暮らしのガイド�

平成23年10月1日23

ポルトガル語情報コーナー
ご　 じょう　ほう
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まも
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図書館基本情報
　開館時間　午前９時３０分から午後７時まで
　休館日　毎週月曜日・月の末日（平成２３年度は月末日が土・日・祝日の場合は開館）・年末年始・特別
整理期間
　貸出資料点数　１０点まで（うちＤＶＤ・ビデオは２点まで）
　貸出期間　２週間
　館外利用券　住所・氏名・生年月日等を確認できる、運転免許証や保険証などお持ちいただければそ
の場で発行できます。
　予約・リクエスト制度　図書館所蔵の貸出中の資料について「予約」ができます。また図書館にない
資料（図書に限ります）で、閲覧又は貸出しをご希望の場合、「リクエスト」として購入あるいは他の図書
館から借りるなどしてご希望に添うよう努めます。但し、リクエスト制度の利用は市内在住・在勤・在学
の人のみとさせていただきます。予約・リクエスト制度の受付点数は計７点までとさせていただきます。
　コピーサービス　図書館所蔵の資料に限りその一部を複写することができます。ただし、著作権法の
関係でお断りする資料もありますので、ご了承下さい。コピー１枚（白黒）につき１０円の手数料が必要で
す。
　レファレンスサービス　日常生活や仕事上の疑問や調べたいことがありましたら、それに関する資料
を提供し、調べものの援助をします。ただし、法律・医療相談・クイズ・宿題・テストの回答等はお答えで
きません。
　大型紙芝居の貸出　大型紙芝居作成実行委員会（ボランティア）作成による大型・中型紙芝居の貸出
を行っています。貸出期間は２週間です。大型紙芝居は学校・幼稚園・保育園・子ども会などの団体のみ
に貸出しています。中型紙芝居は個人の貸出も可能です。
図書館ホームページ・インターネット予約のご案内
　図書館ではホームページを開設しており、各種イベントや特集展示などのご案内をしています。また
ホームページから図書館にどんな資料があるか、現在貸出中なのか、などを調べることもできます。検
索の結果、貸出中のものについては、インターネットで予約することができます。ただし、事前の登録が
必要ですので、館外利用券（お持ちでない人は登録をお願いします）を持参の上、図書館１階カウンター
にてお申し込み下さい。
１００冊賞
　図書館では子どもの読書活動推進の一環として「１００冊賞」を実施しています。図書館で借りて自分
で読んだ本を記録カードに記入して貰い、５０冊達成時に記念品、１００冊達成時に賞状と記念品をお渡し
しています。対象は小学生以下です。記録カードは図書館１階で配布しています。
図書館のイベント
・お話し会
　ボランティアの皆さんのご協力で、毎週土曜日にお話し会を開催しています。
絵本・紙芝居の読み聞かせ、手遊びなど、楽しいひとときを過ごしていただけます。
　とき・ところ　生涯学習センター子どもルーム…午後２時～２時３０分、図書館お
話しコーナー…午後３時～３時３０分
・赤ちゃんお話し会（ブックスタート）
　乳児向けの絵本の紹介や読み聞かせ方など、ボランティアの皆さんのご協力で
子どもと一緒に本に親しむ機会をつくっています。
　とき・ところ　図書館１階お話しコーナー…毎月第１土曜日午前１０時３０分～１
１時、保健センター…毎月の８～１０カ月児対象すくすく育児教室（日程については保健センター案内
をご覧ください）午前１０時～
・子ども映画会
　毎月第２土曜日午前１０時～、２階視聴覚室で子ども向けのアニメを上映しています。
・その他
　年間を通して「人形劇フェスティバル」、「Ｎゲージ鉄道模型運転会」、「クリスマスおはなし会」、「図
書館子ども劇場」など様々なイベントを開催しています。ぜひ図書館へお越し下さい。
●問合先　生涯学習課図書館グループ 　３７－６８０４

図書館のご案内図書館のご案内



　マタニティコンサートが９月１２日に生涯学習センターで行

われ、参加した親子１３５人がセントラル愛知交響楽団「１３９カ

ルテッド」による演奏を楽しみました。この演奏会は、赤ちゃ

んの胎教のためや、子どもが小さくて演奏会に行けない人な

どに演奏を楽しんでいただくために開催されており、忙しい

育児の合間にリラックスした時間を過ごすことができました。

代を超えて楽しめます
市制４０周年記念事業　第１回市民カローリング大会�

　市制４０周年記念事業第１回市民カローリン

グ大会が９月４日に総合体育文化センターアリー

ナで行われ、２０チーム６０人が参加しました。

　カローリングは「室内でできるカーリング」

と呼ばれており、年齢を問わず誰でも楽しめ

るスポーツです。この大会でも小学生のチー

ムから、高齢者のチームまで、多くの世代のチー

ムが参加して、カローリングを一緒に楽しみま

した。

　ポイントゾーンに止まった相手のジェットロー

ラー（プラスチック製の円盤）をはじき出した

時の爽快感をあなたも味わってみませんか。

世

に響くはじめの一歩
マタニティコンサート�

心

　９月４日、第１１回岩倉市ジュニアオーケストラ定期演奏会が

行われました。今回は団員があまり知られていない名曲を取

り上げ、作曲家と作品への理解を深めながら時間をかけて曲

を作り上げ、初めて指揮をしました。

　ほぼ満席となった会場で、たくさんのお客さんや仲間とと

もに音楽を楽しみ、演奏会は盛況のうちに幕を閉じました。

楽を楽しむ
第11回岩倉市ジュニアオーケストラ定期演奏会�

音

いっさく

平成23年10月1日25

広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。　●申込先　秘書課広報広聴グループ（　38-5802）まで�



10月

岩倉市の人口／48,416人（＋22人）

●毎月2回 1日・15日発行

●岩倉市ホームページアドレス

　http://www.city.iwakura.aichi.jp/

●岩倉市Eメールアドレス（代表）

　koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

●編集／総務部秘書課広報広聴グループ

●発行／岩倉市役所

　〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地

　　０５８７-６６-１１１１（代表）　FAX０５８７-６６-６１００

世帯数／20,674世帯（＋7世帯）

（9月1日現在、（ ）内は前月1日現在との比較）�

男性／24,079人（＋10人）�

女性／24,337人（＋12人）�

この印刷は環境にやさしい
植物油インキを使用しています。

電話番号案内
●戸籍・住民票・印鑑登録・国民健康保険・後期高齢者�
　医療　等�
　市民窓口課（　0587-38-5807）
●ごみの収集・処理、犬・猫などペットの死体処理、公害、�
　環境保全　等�
　環境保全課（　0587-38-5808）
●保育園、児童福祉、子ども手当　等�
　児童家庭課（　0587-38-5810）

救急医療情報センター
　　0586-72-1133

休日急病診療所（日曜日・祝日）
　0587-66-4708
受付　  9：00～11：30
　　　13：00～16：30

小児救急外来
江南厚生病院内（こども救急診察室）
　0587-51-3333
○日曜日・祝日・第2・4・5土曜日
　受付　　8：30～16：30
○第1・3土曜日
　受付　12：20～16：30

愛知県小児救急電話相談
　♯8000
　052-263-9909
○土・日曜日・祝日・年末年始
　受付　19：00～23：00

消防テレホンサービス
　　0587-38-3119

VOC成分ゼロ

Departamento de Informa oes (23)
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野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

　休日急病診療（小川　清夫　小川医院）
日曜市役所（証明発行業務）開設（8:30～12:00）

★母子健康手帳の交付
★特定健康診査・成人歯科健康診査

★特定健康診査・成人歯科健康診査
分別収集／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大
山寺本町・五条町・大市場町
古紙と古着の日／下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新
柳町

★特定健康診査・成人歯科健康診査
分別収集／八剱町・井上町・神野町・石仏町
古紙と古着の日／中本町・東町・中野町・鈴井町

★健康チェックの日
★特定健康診査・成人歯科健康診査
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

　休日急病診療（井上　隆義　井上皮膚科）
市役所市民スペースはお休みです

★母子健康手帳の交付
★特定健康診査・成人歯科健康診査

★特定健康診査・成人歯科健康診査
分別収集／東新町（岩倉団地）

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道
古紙と古着の日／東新町（岩倉団地）

体育の日
　休日急病診療（高田　幹彦　岩倉病院）
市役所市民スペースはお休みです

★特定健康診査・成人歯科健康診査
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

★特定健康診査・成人歯科健康診査
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北
島町・野寄町
古紙と古着の日／泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目

★特定健康診査・成人歯科健康診査

広報いわくら音声版（CD）を用意しています。どなたでもお聴きに
なれますのでご利用ください。
●問合先　秘書課広報広聴グループ（　３８－５８０２）

★印は、保健センターで行います。休日急病診療の担当医は、
変更する場合があります。

　中央公園は中央町にある公園で同じ敷地内に地域交
流センターみどりの家が併設されています。�
　この公園には、ロケットの形をした遊具があることから、
以前はロケット公園と呼ばれていました。また、コンビネーショ
ン遊具、ブランコの他にグラウンドもあります。�
　いつもみどりの家に遊びに来る子どもたちで賑わいます。�
�

中央公園�２５

いわくら�
公園ガイド�
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